
抄 録 (ABSTRACT)

A･MoRIYAandF･SAKAl:Molecularcloningand

sequenceanalysisforA･pyrroline-5･carboxy-

1atesynthetasesfrom mangroveplant,Wood
Research,85,62165(1998)

守屋彩子,酒井富久美 :マングローブ植物の 』-

ピロリン-5-カルボン酸合成酵素遺伝子のクロー

ニングと塩基配列の解析

マングローブの耐塩性機構を解明するために,

プロリン生合成の鍵酵素である A-ピロリン-5-

カルボ ン酸合成酵素 をコー ドしているゲノム

DNA 断片を単離 し,その構造を明らかにした｡

K.KURODA,H.KURODA and A.M.LEWIS:

Detectionofembolism andacousticemissions

intracheidsunderamicroscope,IAWAJournal,

19,463-464(1998)

黒田慶子,黒田宏之,A.M.ルイス :顕微鏡下で

の仮道管エンボリズムおよび AE の検出

材線虫病に感染したマツの切片を用いて,光学

顕微鏡下でエ ンボ リズムを観察 し, アコース

ティックエ ミッションの発生時に気泡発達がが起

こることを証明 した｡材線虫接種後,2週間で木

部の水分通導が止まるが,このような試料の切片

は,健全な試料切片と比べて,再柱水後,気泡が

消えるまで長時間かかった｡

Y.SHIMIZU,Y.IHARA,良.ToMINAGA,F.SAKAIand

T･HAYASHl:ChangesinlevelsofmRNAsfor

cellwall-related enzymesin growing cotton

cells,WoodResearch,85,59161(1998)

清水良訓,井原由理,富永るみ,酒井富久美,林

隆久 :り夕繊維細胞における細胞壁酵素 mRNA

の変化

ブタ細胞における細胞壁関連酵素 mRNAsの変

化を調べた｡

Y.IHARA,F.SAKAIandT･HAYASHⅠ:Cloningof

cottonhomologsofbcsA geneencodingcel-

luloseP･1,4-glucosyltransferase,WoodResearch,

85,56:58(1998)

井原由理,酒井富久美,林 隆久 :セルロース

4-β-グルコシル トランスフェラーゼをコー ドす
る bcsA のブタホモログ

ワタ繊維細胞のセルロース4一針グルコシル ト
ランスフェラーゼをコー ドする bcsA のホモログ

をクローニングした｡

T.NAKAI,N.ToNOUCHI,T.KoNISHl,Y･KoJIMA,T･

TsUcHIDA,F.YosHINAGA,F.SAKAI and T･

HAYASHⅠ:Enhancementofcelluloseproduction

by expression ofsllCrOSe Synthase in Ace-

tobacterxylinum,ProcINatl･Acad･Sci･USA,96,

14-18(1999)

中井朋則,外内尚人,小西照子,小島由紀子,土

田隆康,吉永文弘,酒井富久美,林 隆久 :A.

xJlinum でのシュクロースシンターゼの発現によ

るセルロースの高生産

セルロース合成菌に高等植物由来のシュクロー

スシンターゼ遺伝子を導入 して,セルロースの生

産性を高めた｡

良.ToMINAGA,M.SAMEJIMA,F.SAKAIand T･

HAYASHl:Occu汀enCeOfcello-01igosaccharides

intheapoplastofauxin-treatedpeastems,Plant

P少∫iol･,119,249-254(1999)

富永るみ,鮫島正浩,酒井富久美,林 隆久 :

オーキシン処理 したエンドウアポプラス ト中に生

じるセロオリゴサ ッカライド

オーキシン処理 したエンドウ上肢軸中の細胞壁

液中に,セロオリゴサ ッカライドが生成すること

を認めた｡

N.HIRAI,S.SoNOBEandT.HAYASHI:Znsitu

synthesisofp-glucan microfibrilsontobacco

plasmamembranesheets,Proc･Nall･Acad･Sci.

USA,95,15102115106(1998)

平井則子,園部誠司,林 隆久 :タバコ細胞膜上

での β-グルカンの合成
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タバコ細胞膜上での β-グルカンミクロフィブ

リルの合成を行った｡

T･NAKAI,T･KoNISHl,X-Q.ZHANG,R･CHOLI-ET,

N.ToNOUCHl,T.TsUcHIDA,F.YosHINAGA,H.

MoRI,F.SAKAlandT.HAYASHl:Anincreasein

apparentafhnityforsucroseofmungbean

sucrosesynthaseiscaused by in vitroph0-

5phorylationordirectedmutagenesisofSer11〉

PlantCellPlu,∫iol･,39,1337-1341(1998)

中井朋則,小西照子,X-Q.ZHANG,R.CHOLLET,

外内尚人,土田隆康,吉永文弘,森 仁志,酒井

富久美,林 隆久 :シュクロースシンターゼのリ

ン酸化と変異化

高等植物のシュクロースシンターゼを蛋白工学

的に改変した｡

T.NAKAl,A.MoRIYA,N.ToNOUCHl,T.TsUcHIDA,

S.HoRINOUCHI,Y.SoNE,H.MoRl,F.SAKAlandT.

HAYASH1:Controlofexpressionbythecellulose

synthase (bcsA)promoter region from Ace-

tobacterxylinum BPR 2001,Ge,le,213,931100

(1998)

中井朋則,森屋彩子,外内尚人,土EEI隆康,吉永

文弘,堀之内末治,曽根良明,森 仁志,酒井富

久美,林 隆久 :セルロースシンターゼのプロ

モーターによる発現制御

シュクロースシンターゼ遺伝子をレポーター遺

伝子としてセルロース合成菌での遺伝子発現のレ

ベルを解析 した｡

T.NAKAl,N.ToNOUCHI,T.KoNISHI,T.TsUcHll)A,

F. YosHINAGA,F. SAKAl and T. HAYASHl:

Enhancement of cellulose production in

Acetobacter xylinumJIn Advanced Research in

BiodegradablePo:Lymer∫,ed･A･Steinbuchel,pp11281

133,1VHey-VCH Verlag,Weinheim (1998)

中井朋則,外内尚人,小西照子,小島由紀子,土

田隆康,吉永文弘,酒井富久美,林 隆久 :セル

ロースの高生産について

セルロース合成菌に遺伝子 を導入 して,セル

ロースの生産性を高めた｡

録

林 隆久 :セルロース合成酵素遺伝子,Cellulo∫e

Commun.,6,2-6(1999)

セルロース合成酵素遺伝子について解説 した｡

rll.ToKIMATSU,Y.NAGAl,T.HATTORI,andM.

SHIMADA:Purilicationandcharacteristicsofa

novel cytoch-.one ど dependent glyoxylate

dehydrogenasefrom awood-destroylngfungus

Tyromycespalustris,FEBSLetler∫,437,117-121

(1998)

時松敏明,永井裕子,服部武文,島田幹夫 :木材

腐朽菌 TJrOmJCeL･-Palu∫lri∫からの新規シトクロム c

依存グリオキシル酸デヒドロゲナーゼの単離精製

とその諸性質

木材腐朽担子菌 TryromJCe∫Palu∫lriSの無細胞抽出

液から,シトクロムcの存在下でグリオキシル酸

からシュウ酸への脱水素を触媒する新規のグリオ

キシル酸デヒドロゲナーゼを電気泳動的に均一な

タンパクとして精製した｡シトクロム cの酵素的

還元はグリオキシル酸に依存しており,テス トし

た化合物の中で最良の基質であった｡本酵素のグ

リオキシル酸に対する 〟m 値は,至適 pH (8.0)

において 2.7mM であった｡本酵素の酸化状態

および還元状態の可視紫外吸収スペクトルは,本

酵素がフラボへムタンパクに属することを示して

いた｡ネイティブ酵素から熱変成により単離した

フラビンヌクレオチ ドは FMN と同定された｡本

酵素 (分子量 331kDa)は6つの同一のサブユ

ニット (サブユニット分子量 59kDa)からなり,

ネガティブ染色法による電子顕微鏡観察で本酵素

のサブユニット配列は正人面体構造を形成 してい

ることが明かとなった｡

K･OsAKABE,CC･TsAO,L LI,J.L.PopKO,T.

UMEZAWA,D.T.CARRAWAY,良.H.SMELTZER,C.P.

JosHlandV･L CHlANG:Coniferylaldehyde5-

hydroxylationandmethylationdirectsyrlngyl

ligninbiosynthesisinang10SPermS,Proc･Nal･

Acad･Sci･,USA,96,8955-8960(1990)

刑部敬史,C.C.ツアオ,L.リ,∫.L.ポブコ,梅

滞俊明,D.T,カラウェイ,良.H.スメルツアー,

C.P.ジョシー,V.L.チャン:被子植物における
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コニフェリルアルデヒドの5位水酸化とメチル化

が直接的なリグニン生合成経路である

リグニン生合成経路上で従来十分説明がされて

いなかった,シリンギルリグニンの生合成経路に

ついて,新経路を証明した｡すなわち,グアヤシ

ル核の水酸化とメチル化が,ケイヒアルデヒドの

酸化段階で進行するというものである｡

梅津俊明,奥西智我,三亀啓吾,鈴木史朗,リス

イドワティ,ワスリン･シャフィー,島田幹夫 :

高等植物におけるリグナン生合成機構 (第二朝),

環境科学総合研究所年報,第17巻,29-36(1998)

高等植物におけるリグナン生合成機構に関する

最近の進歩について,概説 した｡

Y.NAGAI,T,ToKIMATSU,T.HATTORIand M.

SHlMADA:A possibleintramolecularelectron

transferpathwayofglyoxylatedehydrogenase

inabrown-rotfungusTyromycespalustris,Wood

Research,No.86,35136(1999)

永井裕子,時松敏明,服部武文,島田幹夫 :褐色

腐朽菌 TyomJCe∫Palu∫tri∫から精製されたグリオキ

シル酸デヒドロゲナーゼにおける分子内電子伝達

経路の提案

褐色腐朽菌 TyomJCeSPalu∫trifから精製されたグ

リオキシル酸デヒドロゲナーゼにおける分子内電

子伝達経路に関し,分光学的実験結果から電子は

FMN,Hemeの順に伝達されることを示した｡

S.SuzuKI,T.UMEZAWA and M.SHIMADA:

Stereochemical selectivity in secoisolarici･

resinolformation bycell･freeextractsfrom

Arctium lapPaL RipeningSeeds,WoodResearch,

No.86,37-38(1999)

鈴木史朗,梅津俊明,島田幹夫 :Arctium lappa登

熱種子から調製された無細胞抽出液によるセコイ

ソラリシレジノール生成における立体化学的選択

性

ゴボウ (Arctiumlappa)登熱種子から調製された

無細胞抽出液は,(一)-セコイソラリシレジノー

ルのエナンチオ選択的な生成を触媒し,ゴボウ葉

柄から調製された無細胞抽出液が,(+トセコイ

ソラリシレジノールの生成を触媒したという以前

の結果とは異なっていた｡このことから,ゴボウ

にはエナンチオ選択性の異なる器官特異的なセコ

イソラリシレジノール合成酵素アイソザイ ムが存

在することが強く示唆された｡

島田幹夫 :バイオレメディエーション系における

シュウ酸の役割,日本木材学会第6期研究分科会

報告書,Ⅲ,107-112(1999)

木材腐朽菌によるバイオレメディエーションに

おいて,シュウ酸の役割に関して最近の知見をま

とめた｡

服部武文 :外生菌根菌によるバイオレメディエー

ション,日本木材学会第6期研究分科会報告書,

Ⅲ,113-118(1999)

外生菌根菌によるバイオレメディエーションに

関して最近の知見をまとめた｡

M.SHIMADA,T.SHIGEMOTO,T.HATTORl,M.

TAKANO,良.SAITAKAandT.HIGUCHI:A new

biomimetickraftpulpbleachingwithMnand

peraceticacid,Proceeding∫oflhelothInlernaiional

SLymPo∫iumonWoodandPulpingChemi∫trJ,I,5621565

(1999)

島田幹夫,重本匡史,服部武文,高野麻理子,才

高聖士,樋口隆昌 :マンガン/過酢酸共存系によ

る新規バイオミメティッククラフトパルプ漂白

マンガンと過酢酸共存系による,新しいバイオ

ミメティッククラフ トパルプ漂白反応系を確立

し,漂白されたクラフトパルプの諸性質を評価 し

た｡

T.UMEZAWA,T.OKUNISHI,K.MIKAME,S.SUzUKI

andM.SHIMADA:Stereochemicaldifferencein

lignan biosynthesis between several plant

species,Proceeding∫ofthelothInternationalSLymPo∫ium

onWoodandPulpingChemiJlrJ,II,14117(1999)

梅津俊明,奥西智哉,三亀啓吾,鈴木史朗 :いく

つかの植物種におけるリグナン生合成の立体化学

的差異

Dappneodora (ジンチョウゲ),DaphnegenkzL,a
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(フジモ ドキ)およびArcliumlappa (ゴボウ)にお

けるリグナン生合成の立体化学について検討 し

た｡この二つの Daphne属植物からは,ジンチョ

ウゲ科 リグナンの特徴である,光学的に純粋な

(+巨体のジベンジルプチロラクトンリグナンが

単離された｡ ゴボウの種子と葉柄とにおけるセコ

イソラリシレジノールの生合成が比較され,異な

るエナンチオ選択性でセコイソラリシレジノール

の生成を触媒する,少なくとも二つのセコイソラ

リシレジノール合成酵素アイソザイムが存在 し,

リグナン生合成における異なった立体化学的制御

機構は,一つの植物種の異なる器官においてさえ

働き得ることが強く示唆された｡

M･SHIMADA:Production and protection of

woodsbasedonbiosciemceofsymbioticand

saprophyticfungi,Proceeding∫of the∫econdznler-

nalionalwood∫cience∫eminar,Al(1998)

島田幹夫 :樹木共生菌 ･腐朽菌の生化学を基礎に

した森林生産と保護

森林に生育する樹木共生菌根菌並びに木材腐朽

菌に共通した代謝産物であるシュウ酸の生合成機

棉,また,機能に焦点をしぼり,同菌の樹木生育

促進,地球上の炭素循環に果たす重要な役割を,

生化学的観点から概説した｡さらに,両菌を用い

る,環境に調和した森林の再生 ･保護に関する提

案を行った｡

M.SHIMADA,T.ToKIMATSU,Y.NAGAlandT.

HATTORl:A biochemicalroleofoxalicacid

biosynthesis in forest fungl and enzymes

involved:Towardprotectionandproductionof

woods,Proceeding∫of lhe∫econd inlernalionalwood

scienceJemmar,D9,1998

島田幹夫,時松敏明,永井裕子,服部武文 :森林

微生物におけるシュウ酸の役割と生合成酵素系一

森林の保護と育成をめざして-

褐色腐朽菌 TJγOmJCe∫Paluslri∫より,新規シュウ

酸生合成酵素グリオキシル酸デヒドロゲナーゼを

精製し,キャラクタリゼーションを行った｡森林

の保護と育成に関し,シュウ酸の重要性をまとめ

た｡

録

T.UMEZAWA,S.PSUzUKI,T.OKUNISHI,K.MIKAME

andM･SH川ADA:Chemistryandbiochemistryof

lignan biosynthesis,ProceedZng∫ Of lhe ∫econd

internationalwood∫cienceseminar,DIO(1998)

梅津俊明,鈴木史朗,奥西智哉,三亀啓吾,島田

幹夫 :リグナン生合成における化学と生化学

リグナン生合成における立体化学制御機構は,

植物種において異なっているだけでなく,同種植

物においても,異なった器官においては,異なっ

た機構により制御されていることを示した｡

T.HATTORI,G.S.SEO,N.AKITSU,A.OHTAandM.

SHIMADA:A Possible role oforganic acids

duringsymbiosisbetweenwoodyplantsand

mycorrhizal fungi,Proceeding∫ of ihe ∫econd

internationalwoodScience∫eminar,Dl1(1998)

服部武文,徐 健柏,秋津教雄,太田 明,島田

幹夫 :森林植物と菌根菌との共生過程において生

産される有機酸の役割

アカマツとハッタケとの共生培養系を確立 し

た｡共生過程で生産された主要な有機酸はシュウ

酸であり,その役割に関して考察した｡

LISWIDOWATIW.SYAFIl,S.SUzUKl,T.UMEZAWA

andM･SHIMADA:Syrimgaresinolisolatedfrom

Paraserianthesfalcataria,Proceedings0ftheSecond

iTllernalionalwoodfCience∫eminar,E19(1998)

リスイドワティ,ワスリン シャフィー,鈴木史

朗,梅揮俊明,島田幹夫 :para∫erianthe∫jTalcalaria

からのシリンガレジノールの単離

Para∫erianlhe∫jTalcatariaのメタノール抽出画分よ

りシリンガレジノールを初めて単離 し,同定 し

た｡

S.KIMURA,N.SAKURAIandT.ITOH:Different

distrit"tion of cellulose synthesiZ:ing com-

plexes in brittl･e and non-brittle strainsof

barley,Plant& C･ヲiIPrty∫iol"40(3),335-338(1999)

木村 聡,楼井直樹,伊東隆夫 :オオムギの脆弱

種と非脆弱種におけるセルロース合成酵素複合体

の分布の違い

オオムギの野生種 (非脆弱種)とセルロース生
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産量の少ない変異種 (脆弱種)とを比較 した結

莱,X線回折ではセルロースの結晶化度に違いが

なかった｡ しか し,セルロース合成酵素複合体

(TC)の数が変異種では野生種の5分の 1であっ

た｡以上から,変異種の低セルロース含量は原形

質膜上のTCの数の違いによることが判明した｡

E.HIROSE,S.KIMURA,T.ITOHandJ.NISHIKAWA:

TunicMorphologyandcellulosiccomponents

ofpyrosomas,doliolidsandsalps(Thaliacea,

Urochordata),Biol.Bull.,196,113-120(1999)

広瀬 裕一,木村 聡,伊東隆夫,西川 淳 :ヒ

カリボヤ類,ウミタル類,サルパ類 (タリア網,

尾索動物亜門)における被のうの形態とセルロー

ス成分

浮遊性被のう類 (3種のヒカリボヤ類,2種の

ウミタル類,13種のサルパ類)の被のうの形態お

よびセルロース成分について調査した｡浮遊性被

のう類の被のうは透明なゼラチン状であり,繊維

質の基質と高電子密度のクテクラ層から構成され

ていた｡クテクラ層と被のう基質の厚みおよびそ

の密度は種により違いが見られた｡サルパ類にお

いて,クチクラ層は多くの微小な突起を有 してい

た｡これはいくつかのホヤ類において種特異的な

構造である｡被のう中には浮遊性の間充織細胞

(被のう細胞)が分布 していた｡ヒカリボヤ類の

被のう細胞の数はホヤ類のものと同様であった

が,ウミタル類とサルパ類における被のう細胞の

数は非常に少なかった｡被のうにおけるこれらの

構造の違いはグループ間での被のうの機能の違い

に起因するかもしれない｡今回調査 した浮遊性被

のう類の被のう全てにおいて,セルロースの存在

が電子回折により確認された｡電子回折像から被

のう中のミクロフィブリルがほぼ純粋なセルロー

ス Ⅰβからなることも示された｡以上の結果,被

のうの形態と構造はホヤ類とタリア類 (ヒカリボ

ヤ類,ウミタル類,サルパ類)で類似 しているこ

とが示された｡そして被のうはこれらの動物群に

おける共通形質であると同時に,これらの動物群

の共通祖先も被のうを有していたと推測される｡

K.IwATAandT.ITOH:Effectofionsonthe

orientationofcorticalmicrotubulesinSpir0-

gyracells,Plant& CellPlu,∫iol.,39,109911103

(1998)

岩田和任,伊東隆夫 :アオミドロの皮層微小管配

向に及ぼすイオンの影響

緑藻アオミドロにおける表層微小管の配向に対

する,イオンの効果が調べられた｡微小管破壊剤

APM で微小管 を破壊 した後,様々な濃度の

NaCl溶液中で微小管を再生すると,NaClの濃度

が増加するに連れ,斜め配向の微小管を持つ細胞

の割合が増加 した｡これらの細胞を,人工池水中

に移 し,6時間静置すると,全ての微小管が横配

向 (伸長軸に垂直)に変化 した.KClや MgC12

も微小管 の配 向 に影響 を与 えたが,NH4Cl,

CaC12,CoC12,Co(NOB)2は影響 しなかった｡

これらの事実は,Na+,K+,Mg2+は微小管の

配向に影響するが NH4+,Ca2+,coL'+,cl~,

NO3ー は殆ど影響 しないことを示唆 している｡

NaClや KCl溶液中で再生させた細胞では斜め配

向の微小管は全て Sらせんを示 したが,MgC12

やマこ トール溶液中ではZらせんのものも見られ

た｡従って,Na+ と K+ の微小管配向に対する

効果は,Mg2+やマニ トールとは異なると考えら

れる｡本報告は,イオンが藻類の表層微小管配向

に関与 している最初のものである｡

S.KIMURA and T.ITOH:A new cellulosic

structure,the tunic cord in the ascidian,

PolyandroearPamisakinesis,ProloPlasma,204,941

102(1998)

木村 聡,伊東隆夫 :ミサキマメイタボヤにおけ

る新たなセルロース性構造物,Tuniccord

ミサキマメイタボヤ特有の構造である Tunic

cordに関して電子顕微鏡手法を用いて調査 した｡

Tuniccordは背側の被のうから伸び出した直径

5-30JJm,全長 0.1-9.0mm のコイル状のひも

構造であり,その先端は丸 く膨らんだ構造をとっ

ていた｡走査電子顕微鏡による観察および電子回

折によりTuniccordが高結晶性なセルロース Ⅰβ

タイプの ミクロフィブリルの束から形成されてい

ることが示された｡Tuniccordはセルロースの合
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成部位とされている表皮細胞によって周囲を完全

に囲まれていた｡Tuniccordの先端部は入 ･出水

孔の被のうと鳩目構造により結合していた｡以上

の観察結果は Tuniccordが背側の被のうと入 ･

出水孔の被のうの結合に関与していることを示唆

する｡

K.SUzuKI,T.ITOH andH.SASAMOllO:Cellwall

architectureprerequisiteforthecelldivisionin

theprotoplastsofwhitepoplar,PopulusalbaL･,

Plant& CellPrty∫iol.,39(6),632-638(1998)

鈴木 潔,伊東隆夫,笹本浜子 :ギンドロプロト

プラストにおける細胞分裂に必須な細胞壁構造

細胞分裂に必須であることを明らかにするため

に培養後0,3,10,20,30日経過 したギンドロ

プロトプラス トを調査 した｡細胞分裂直前の培養

後10日経過 した細胞は壁物質が不均一一に堆積 した

薄い壁層を発達させ,低浸透圧条件下に懸濁 して

も破裂することはなかった｡急速凍結 ･ディープ

エッチング法で明らかにされたその細胞壁の三次

元的構造は極度に細胞外に引き伸ばされたミクロ

フィブリルのネットワーク構造と共に原形質膜上

の薄い最内層から構成されていた｡これらの結果

は薄いラメラが破裂に抵抗するため,および細胞

分裂を誘導するために重要であることを示唆 し

た｡本研究は,細胞分裂直前に再生 した細胞壁の

三次元的構造を明らかにした最初の証拠である｡

K.SUzUKI,K.BABA,T.TTOH and Y.SoNE:

Locali2:ationofthexyloglucanincellwallsina

suspensioncultureoftobaccobyrapid-freezing

and deep-etching techniques coupled with

immunogold labelling,Plant& CellPkLyJiol･,

39(10),1003-1009(1998)

鈴木 潔,馬場啓一,伊東隆夫,曽根義昭 :免疫

金標識法と急速凍結 ･ディープエッチング法を組

み合わせた新方法によるタバコの懸濁培養物にお

ける細胞壁中のキシログルカンの局在

タバコプロトプラス トから再生した細胞壁中の

キシログルカンの局在は,免疫金標識法と急速凍

結 ･ディープエッチング法を組み合わせた新方法

によって明らかにされた｡キシログルカンはプロ

録

トブラス トの培養開始から3時間経過後にすでに

細胞壁中に堆積 していた｡キシログルカンは培養

後120時間経過 した細胞において,主にミクロ

フィブリル上に局在していたが,交差 したミクロ

フィブリル間には少なかった｡これらのデータは

キシログルカンとセルロース間の相互関係を提唱

した Keegstraら (1973)の仮説を支持 している｡

T･ FUJINO and T･ ITOH: Changesin pectin

structureduri】lgepidermalcellelongationin

pea(Pisumsati･uum)anditsimplicationsforcell

wallarchitecttLre,Plant& CellPrty∫iol.,39(12),

1315-1323(1998)

藤野猛史,伊東隆夫 :エンドウ表皮細胞の伸長に

ともなうペクチン構造の変化と細胞壁構成

エンドウ上肢軸における伸長中の表皮細胞壁の

細胞壁構造の変化を急速凍結,ディープエッチン

グ法 (RFDE)により可視化 した｡粒状物質が結

合 して形成される多量のネットワーク状構造が伸

長中に消失 した｡粒状物質はそれらの EDTA処

理による消失そして EDTA 可溶性物質の化学分

析によりペクチン性多糖類であることが証明され

た｡非エステル化ペクチンを認識する,JIM5モ

ノクローナル抗体での免疫標識は伸長領域の細胞

壁よりも非伸長領域の細胞壁において多量に存在

していた｡細胞壁の孔の大きさは伸長領域よりも

非伸長領域において大きかった｡これらの観察は

ペクチンゲルの形成それ自身は細胞壁の多孔性の

制御に関与しないことを示唆している｡我々は粒

状物質の結合が伸長領域における細胞壁の膨潤に

関与 していると提案する｡

N.R･A.JALIL,T.ITOH,Z.H.SAHRl,andZ.JUsoH.I

Periodicityofxylem growth ofrubberwood

(Hevea brasiliensis)grown in Malaysia,HoIL:-

for∫chung,52,5671572(1998)

ノル ･ラフマット･ジャリル,伊東隆夫,モハマ

ド･ハマミ･サーーリ,モハマ ド･ジン･ジューソ

ウ :マレーシアで生育 したゴムノキの木部成長の

周期性

半島マレーシアのUPM 大学に生育するゴムノ

キ (rLlbberwood)の木部成長の周期性を1年間デ
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ンドロメ一夕と刺針法やカッターナイフ法で調べ

た｡デンドロメ一夕法では 1月から6月の間は何

等成長を示さず,7月から12月まで成長を示し,

再び休眠状態に入った｡同様の結果が刺針法や

カッターナイフ法でも得られた｡以上から,ゴム

ノキは年の始めに成長休止期間を伴いながら1年

間成長を続け,1年に 1回年輪を形成することが

示唆された｡

伊東隆夫 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ,木

材研究 ･資料,No.34,30-166 (1998)

前報に引き続いて日本産広葉樹材の解剖学的記

載をウルシ科からウコギ科までの29科56属109種

について行った｡同時に,109種の木材の木口面,

柾目面,板目面の顕微鏡写真をつけ加えた｡

大山幹成,伊東隆夫 :赤野井湾遺跡の出土木材の

樹種,｢赤野井湾遺跡｣第4分冊,琵琶湖開発事

業関連埋蔵文化財発掘調査報告書,2,139-164

(1998)

琵琶湖湖底の赤野井湾遺跡から大量の木製品が

発掘された｡そのうち2,152点について木材の樹

種の同定を顕微鏡により行った｡その結果,52種

が兄いだされた｡特に,針葉樹材ではスギ,広葉

樹材ではアカガシ亜属の樹種が多数同定された｡

以上から,琵琶湖南部には当時スギヤアカガシ亜

属が森林植生の主要な構成要素であったことが伺

える｡

伊東隆夫 :美乃利遺跡から出土 した木製品の樹

檀,｢美乃利遺跡｣(本文編)一級河川別河川改良

事業に伴う発掘調査報告書,兵庫県教育委員会,

339-344 (1997)

兵庫県加古川市に所在する美乃利遺跡から出土

した平安時代後期の井戸材102点の樹種を同定 し

た｡結果はヒノキが70点余り,スギが24点,残 り

がコウヤマキであった｡

T･IMAIandJ･SuGIYAMA:NanodomainsofIαand

Ipcelluloseinalgalmicrofibrils)Macromolecules,

31,6275-6279(1998)

今井友也,杉山淳司 : 海藻セルロースの Iα/Ⅰβ

セルロースのナノドメイン構造

海藻セルロースミクロフィブリル内部における

セルロース ⅠαとⅠβのアロモルフの局在について

微小部電子回折により調べた｡既報と同様にセル

ロース Ⅰαと Ⅰβは 1本鎖の三斜晶と2本鎖の単斜

晶で説明できた｡これらの2相はフィブリルの長

さおよび幅方向に分布していた｡0.39nm 間隔の

隣接する水素結合面を界面として両者が遷移する

ことが示唆された｡

K.ABE,J.SUGIYAMA,T.ITOH,M.IsHIHARAandS.

YAMANAKA:Crystalline features ofbacterial

cellulose altered by chemicalagentsduring

biosynthesis,WoodRes.,No.85,66-67(1998)

阿部-紀,杉山淳司,伊東隆夫,石原 勝,山中

茂 :薬品処理による変化 させたバクテリアセル

ロースの特徴

培地への薬剤添加により,バクテリアセルロー

スのリボン形態,大きさなどが変化する点につい

て,主に結晶学的な立場から詳しく検討するとと

もに,合成酵素複合体の観察等を行った｡

W･HELBERT,Y･NISHIYAMA,T.OKANOand∫.

SUGIYAMA:MolecularimaglngOfHalocynthia

PaPillosa cellulose,JIStruct.Biol･,124,42-50

(1998)

W.HELBERT,西山義春,岡野健,杉山淳司 .･ホ

ヤセルロースの分子鎖の可視化

Ⅰβのセルロースミクロフィブリル内での分子

鎖の充填様式を調べるために,ホヤの微結晶を高

度配向したフイルムから作成した超薄切片を,高

分解能極低温電子顕微鏡により観察した｡得られ

た分子像の解析から,0.6nm の格子面は平行四

辺形断面の一辺と平行であるが,他の辺は結晶面

ではないことが明らかとなった｡これより,Ⅰα

と Ⅰβ ミクロフィブリルでは分子充填様式が異な

り,後者の構造は,重合した分子がまずシート状

に疎水結合するとする結晶機構を支持するものと

思われた｡

∫.SUGIYAMA,C.BoISSET,M.HASHIMOTOandT.

WATANABE:Moleculardirectionalityofβ-chitin

- 182-



抄

biosynthesis,J･MollBiol･,286(1),247-255(1999)

杉山淳司,C.BoISSET,橋本昌文,波速剛志 :β-

キチン生合成の分子鎖方位

β-キチンの分子鎖の合成方位について,酵素

による選択的分解と結晶軸の関係を明らかにする

という方法を用いて検討 した｡その結果,セル

ロースと同様に,モノマーは伸張鎖の非還元末端

側に不可されることが示唆された｡

杉山淳司 :セルロースの構造からその生合成機構

をさぐる,APAST,30,15-17(1999)

多糖類が合成されるには,モノマーが非還元末

端側に付加されるか,あるいは逆に還元末端側に

付加されるか2通 りある｡その点にを明らかにす

るための,セルロースの結晶学的なアプローチを

紹介 した｡

J･SUGIYAMA and T･IMAl:Aspectsofnative

cellulosemicrofibrilsatmolecularresolution,

TIGG (TrendsinG:LVCO∫Ci.G:LyCOlechnol.),ll,23-31

(1999)

杉山淳司,今井友也 :分子 レベルの天然セルロー

スミクロフィブリルの課題

天然セルロースは数多い高分子の中でも最もよ

く研究 されている｡そ してセルロースが酵素に

よって重合 ･結晶化 してミクロフィブリル構造を

形成するという点については共通の認識となって

いる｡この機構のおかげで,伸長鎖が形成され,

それらが集合結晶化 して ミクロフィブリルとな

る｡またその際,Ⅰαと Ⅰβに複合結晶化すること

が知られている｡ ミクロフィブリルはさらに,壁

層,細胞壁,繊維,組織というようにレベルの異

なる高次構造を形成する｡セルロースの構造解析

は,その一次構造から高次構造までを広 く知るこ

とを意味するが,それらがセルロース素材の機能

や性質の根底にあるからである｡本稿では,いく

つかの異なる側面から見た,セルロースの構造に

関する最近の我々の結果を紹介 した｡

杉山淳司 :セルロース生合成の分子鎖方位,電子

顕微鏡,34,55-57(1999)

セルロース生合成の分子鎖方位決定のための電

録

子顕微鏡法について解説 した｡

S.YosHIDA,A.CHATANI,M.TANAHASHI,Y.

HoNDA, T.WATANABE and M. KUwAHARA:

Preparationofsyntheticligninbymanganese

peroxidaseofBjerhanderaadustain organic

solvents,Hold (･r∫chung,52,2821286,(1998)

吉田晋-,茶谷明伸,本田与-,渡辺隆司,桑原

正章 :Ejerkandelaadujtaの生産するマンガンペル

オキシダーゼを用いる有機溶媒中での合成リグニ

ンの調製

B.adu∫la(ヤケイロタケ)の生産するマンガンペ

ルオキシダーゼは70%アセ トン中において西洋わ

さびペルオキシダーゼよりも高いグアイアコール

および2,6-ジ) トキシベンチジン酸化活性を示

した｡また,同じ反応系において,コニフェリル

アルコールおよびシナピルアルコールを基質とし

て脱水素重合体 (DHP)が得られた｡得られた重

合体の化学構造は天然リグニンに近いことが示さ

れた｡

S.YosHIDA,A.(hATANl,Y.HoNDA,T.WATANABE

and M･KUwA]iARA:Reaction ofmanganese

peroxidaseofギブerhanderaadustawithsynthetic

lignin in acetone solution,J･WoodSci"44,

486-490(1998)

吉田晋-,茶谷明伸,本田与一,渡辺隆司,桑原

正章 :アセ トン溶液中におけるB.adu∫laの生産す

るマンガンペルオキシダーゼと合成リグニンとの

反応

B.adu∫laの生産するマンガンペルオキシダーゼ

(MnP)はアセ トン溶液中でシナピルアルコ-か

ら得られた合成 リグニン (脱水素重合体,DHP)

を脱重合 した｡また,一部は重合 し,さらに分子

量の高い反応物が得られた｡一方,コニフェリル

アルコールから得られた DHPは低分子化される

ことなく,分子量の増加 した生成物を与えた｡

Y.NAKAMURA,M.G.SUNGUSIA,T.SAWADAandM.

KUwAHARA: Ljignin-degrading enzyme pro-

ductionbyBjerhanderaadustaimmobilizedon

polyurethanefoam,J･Biosci･Bioeng･,88,41-47
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(1999)

中村嘉利,M.G.SUNGUSIA,揮田達郎,桑原正

章 ‥ポリウレタンフォームに固定化された Bjerk-

anderaadu∫laによるリグニン分解酵素の生産

ポリウレタンフォーム立方体を菌体の支持体と

して加えた液体培養液中でB.adu∫taを生育させる

ことにより,マンガンペルオキシダーゼを生産さ

せた｡酵素活性は静置の菱におけるよりも極めて

高 く,本酵素の大規模生産に適していると考えら

れる｡

桑原正章 :リグノセルロースの利用のためのバイ

オプロセス,バイオサイエ ンスとインダス ト

リー,56,530-533(1998)

林産資源などのリグノセルロース資源は,化石

燃料に代わる工業原料として利用される可能性を

持つ｡これら資源に含まれる各成分の微生物的お

よび酵素的返還の研究開発の現状と可能性につい

て解説 した｡

伊藤弘道,桑原正章 :白色腐朽菌による環境汚染

物質の分解,Biolndu∫trJ,15(2),3-13(1998)

白色腐朽菌は強力なリグニン分解活性をもつ ｡

この活性は白色腐朽菌の生産するリグニン分解性

のペルオキシダーゼによるものと考えられる｡こ

れらの酵素の反応の基礎は芳香族基質の 1電子酸

化によるラジカルの生成である｡この反応を利用

することにより,ダイオキシンや多環式芳香族化

合物など,毒性の高い芳香族化合物を分解するこ

とが可能であり,このような毒性物資で汚染され

た土壌の修復 (バイオレメディエーション)に応

用することができる｡

伊藤弘道,桑原正章 :白色腐朽菌による環境汚染

物質の分解,環境ホルモンの最新動向,pp.175-

185,シーエムシー,東京 (1999)

担子菌を用いる環境汚染毒性物資および環境ホ

ルモンの分解研究の現状を解説 した｡

M.KUwAHARA:Recentadvancesand future

prospectsintheresearchonthechemicaland

biochemicalconversionofwoodresourcesin

Japan,Fore∫trJ ToLUard∫the21∫lSenturJ(Proceedingof

theWorkshipforthe40thAnniversaryofChinese

AcademyorForestry),p.598~602(1998)

桑原正章 :日本における林産資源の成分の化学的

および生物化学的変換と利用における最近の研究

動向

日本における林産資源の成分の化学的および生

物化学的変換と利用における最近の研究動向につ

いて紹介した｡

T.WATANABE,M.ENOKI,S.KATAYAMA,S.

NAKAGAME,Y.HoNDA,M.KUwAHARA,良.KoLLER

and良.MESSNER二Peroxidationofextracellular

lipidproduced byselectivewhite･rotfungl:

Possiblerolesinlignolysisatthesitefarfrom

enzymes,Proc･10thInt･SLVmP･WoodPulplngChem･,I,

528(1998)

渡辺隆司,榎牧子,片山志歩子,仲亀誠司,本田

与一,桑原正章 :選択的白色腐朽菌によって生産

される菌体外リビッドの過酸化 :酵素から離れた

場所のリグニン分解における可能な役割

選択的白色腐朽菌 ceriPorioP∫iHubuermiSPoraによ

る菌体外脂質の過酸化をESRにより分析し,酵素

から離れた場所のリグニン分解におけるリビッド

ベルオキシデーションの役割を議論した｡

M.ENOKl,T.WATANABE,S.KATAYAMA,S.

NAKAGAME,Y.HoNDA,M.KUwAHARA,K KoLLER

and K･MESSNER:Lipid peroxidation during

wooddecaybyselectivewhite-rotfungi,Proc･

10lhInl.Ftymp.WoodPulpingChem.,III,44(1998)

榎牧子,渡辺隆司,片山志歩子,仲亀誠司,本田

与一,桑原正章 :選択的白色腐朽菌の木材腐朽に

おけるリビッドベルオキシデーション

選択的白色腐朽菌 ceriporiop∫i∫∫ubuermisPoraが腐

朽初期に過酸化前駆体である 9,12-0ctadecadie-

noicacidを生産し,培養の経過にともなってその

存在量が減少すると同時にリビッドハイドロパー

オキサイドとTIiARSが増大することを示した｡

K. MESSNER, K. Ko1.ⅠーER, K. FACKIJER, E.

SREBOTNIKandT･WATANABE:Pulpbleachingby



抄

acopperbasedlignindepolymerizationsystem,

Proc･]OlhInl･Fvmp･WoodPulpingChem･,I,550(1998)

K.MESSNER,K. KoLLER, K.FACKLER, E.

SREBOTNIK,渡辺隆司 :銅に依存するリグニン解

重合システムによるパルプ漂白

cu(ⅠⅠ)のピリジン錯体とハイドロパーオキサ

イドにより非フェノール性高分子リグニンモデル

が解重合することを報告し,本システムがパルプ

の漂白に有効であることを示 した｡銅に配位能を

もつ含窒素化合物の中から高い脱リグニン活性を

ゆうする数種のピリジン誘導体を示 した｡

Y.HoNDA,T.IRIE,T.MATSUYAMA,T.WATANABE

and M･KuwAHARA:Isolation of the gene

encodingItheiron-sulpherproteinsubunitof

succinate dehydrogenase form Pleurotus

ostreatus,Proc.GeTlel.Cell.Biol.ofBa∫idiomJCele∫JIV,

p･166(1998)

本田与-,入江俊一,松LLl拓即,渡辺隆司,桑原

正章 :ヒラタケのコハク酸デヒドロゲナーゼ Ip

サブユニット遺伝子の単離

白色腐朽菌ヒラタケの遺伝子導入系の開発を目

指 して,抗菌剤カルボキシンに対する耐性を付与

すると考えられるコハク酸デヒドロゲナーゼ Ip

サブユニット遺伝子およびその cDNAをpCRを

用いたカセットプライマ一法および RACE法を

用いて単離 した｡塩基配列の解析の結果, トウモ

ロコシの病原菌であるクロボ菌のホモログにおい

て,1アミノ酸置換によりカルボキシン耐性を付

与すると報告されているヒスチジン残基が保存さ

れていることが明らかになった｡今後は,これま

でに単離されたカルボキシンの誘導体であるフル

トラニルに対するヒラタケの耐性突然変異株の

Ipサブユニット遺伝子について解析を行うと共

に,人為的に突然変異を導入した Ipサブユニッ

ト遺伝子を用いた形質転換マーカー遺伝子の開発

を試みる｡

T.IRIE,Y.HoNDA,T.MATSUYAMA,T.WATANABE

and M･KuwAHARA=Isolation and sequence

analysisofthepromoterandanallelicsequence

oftheiron-sulfurproteinsut"nitgenefromthe

録

white-rotfungusPleurotusostreatus,J･WoodSci･,

44,49卜494(1998)

本田与1-,入江俊一,松山柘郎,渡辺隆司,桑原

正章 =ヒラタケのコハク酸デヒドロゲナーゼ Ip

サブユニット遺伝子プロモーター配列および対立

遺伝子の単離と配列解析

ヒラタケのコハク酸デヒドロゲナーゼ Ipサブ

ユニット遺伝子の発現制御を行うプロモーター配

列をクローニングしてその塩基配列を調べた｡そ

の結果プロモーター内にCAATおよびTATAbox

と思われる配列の存在が確認 された｡また,IP

サブユニット遺伝子の対立遺伝子もクローニング

され,構造が決定された｡この対立遺伝子内には

制限酵素 ApaIの認識配列によって区別すること

が可能な多型が存在 していることが明らかにされ

た｡Ipサブユニット遺伝子は,ハウスキーピン

グ遺伝子であると考えられるため,その発現シグ

ナルは今後リグニン分解酵素遺伝子等の大量発現

の為の発現ベクター構築に有用であることが示唆

された｡

Y.HoNDA and LA.CASSELTON:Amino acid

substitutionsinapheromonealterB-mating

typespecificityofCoprlnuSCinereus,Proc･61h

MSJInl'lJJmPojium,p189(1998)

本田与一,L.A.CASSIミLTON:フェロモン内のアミ

ノ酸置換によるヒトヨタケのβ交配型の特異性の

変更

多くの真核微生物における自己と非自己の認識

においてフェロモンとレセプターの特異的相互作

用が必須であることが報告されてきている｡担子

菌ヒトヨタケのβ交配型の特異性決定のメカニズ

ムを明らかにする目的で,フェロモン遺伝子の突

然変異解析が行われた｡その結果,B6 タイプの

フェロモンとB42タイプのフェロモンで配列に違

いのある4つの部位のうち3番目と4番目のアミ

ノ酸を入れ替えることによって,フェロモンの特

異性が運転することが明らかになった｡このこと

はこれらの残基がレセプターによるフェロモンの

分子構造の認識において決定的な役割を担ってい

ることを示している｡
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井上雅文,児玉順一,山本康二,則元 京 :高周

波加熱による圧縮木材の寸法安定化,木材学会

誌,44(6),410-416(1998)

高周波誘電加熱を併用して熱板庄締することに

より,短時間に,寸法安定性に優れた圧縮木材

(仕上がり厚さが 30mm)が得られた｡この場合,

繊維方向長さによらず,木口付近3-5cmの範囲

では,若干高い変形回復が認められたが,中央付

近では,実用上十分な寸法安定性が確認された｡

さらに,圧縮率の増加,木口および側面を拘束す

ることにより,回復度は材全体にわたり低い値で

安定した｡一方,仝乾状態の試験片では,本処理

の効果は全 く認められなかった｡高周波加熱に

よって圧縮変形が固定される原理は,以下のよう

に考えられた｡開放状態で木材を熱板加熱する

と,材内部に発生 した水蒸気は,材内部圧力上昇

に従い木口から外部-噴出するため,材は乾燥す

る｡ところが,圧密状態の木材に高周波エネル

ギーを急激に印加することにより,木材中の水分

が蒸発するまでに,木材内部を固定処理可能な温

皮 (180-ョoo℃)に昇温させることが可能となる｡

この時,木材内部は,高温,高圧,高含水率状態

に保たれるため,密閉熱処理と同様の原理で,変

形が短時間に固定される｡

井上雅文 :地球環境 と木材利用,木材研究 ･資

料,No.34,7-21(1998)

最近の地球環境問題について概説し,木材利用

の促進が地球環境保全に果たす役割について,既

往の研究成果を整理した｡項目見出しは以下の通

りである｡地域公害から地球環境,温室効果ガ

ス,温室効果 (地球温暖化)のメカニズム,温暖

化による影響,地球上での炭素循環,二酸化炭素

吸収体としての森林,二酸化炭素貯蔵庫としての

森林,森林伐採が放出する二酸化炭素,森林伐採

の理由,森林も若い頃の方がよく育つ,炭素放出

量の少ない木材加工,炭素を貯蔵する木材製品,

材料変換による地球環境への貢献,持続可能な木

質資源｡

井上雅文 :パワーウッドマシン,大阪木工機械協

同組合35年の歩み,pp.72-75(1998)

平成 5年度活路開拓調査指導事業,平成6年度

ビジョン実現化事業 (圧密化による化粧単板製造

機械の開発)において,京都大学木質科学研究所

と大阪大工機械協同組合が共同で開発したパワー

ウッドマシンを紹介するとともに,圧密化木材の

製造と利用について概説した｡パワーウッドマシ

ンとは,プレス機にオーリングを備えた治具を装

着した圧密化木材製造装置である｡変形が完了し

た時,治具内は密閉されるように設計されてお

り,密閉状態で数分間加熱処理を行うと,寸法安

定性に優れた圧密化粧単板を製造することができ

る｡パワーウッドマシンの特徴として,①処理材

の寸法に制限を受けず,処理ムラが少ない｡②処

理による強度的性質,表面性能,材色の変化は比

較的少ない｡(丑汎用ホットプレス機などの既存の

機器を用いることができる｡(彰薬品を使用しない

ため,作業環境は清潔,処理材は無害であるなど

が挙げられる｡

井上雅文 :圧縮木材,最新木材工業辞典,㈱日本

木材加工技術協会,pp.152-153(1999)

木材の横圧縮変形,圧縮変形の水分 ･熱回復,

軟化, ドライングセット,変形回復の機構,圧縮

木材の寸法安定化技術,圧縮木材の物性と利用方

法について概説し,今後の圧縮木材研究の展望と

動向を示した｡

井上雅文 :｢解説 木と健康｣･｢解説 地球環境

問題と木材｣,木材利用推進マニュアル (日本木

材学会編),㈲ 日本木材総合情報センター,pp.

29-34(1999)

温暖化防止に果たす森林の役割,森林伐採が放

班.する二酸化炭素,木は使ってこそ地球温暖化防

止,炭素放出量の少ない木材加工,炭素を貯蔵す

る木材製品,持続可能な木質資源について概説 し

た｡

井上雅文 :自然にやさしい木製工法の手引き,大

阪府木材利用促進協議会編,(祉大阪府木材連合会

(1999)

土木工事用資材としての木材の特性について概

説した｡
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M.SUGIYAMA,E.OBATAYAandM.NoRIMOTO:

Viscoelasticpropertiesofthematrixsubstance

ofchemicallytreatedwood,j･Mats･Sci･,14,

3505-3510(1998)

杉山直樹,小幡谷英一,則元 京 :化学処理木材

のマ トリックス成分の粘弾性

4種の化学処理シトカスプルース材の繊維方向

における貯蔵弾性率と損失正接を周波数 11Hz,

温度範囲 -150-200℃ で測定した｡木材の繊維

方向に対し一定の角度で傾いたセルロース繊維間

をマ トリックス成分が埋めている細胞壁モデルを

用いて,マ トリックス成分の貯蔵弾性率と損失正

接を推定 し,観測された緩和過程について論 じ

た｡ホルマール化処理では,水酸基間に形成され

たオキシメチレン架橋により主鎖のミクロブラウ

ン運動が拘束され,ooC以上で損失正接が減少し

た｡アセチル化処理およびプロピレンオキシド処

理では,かさ高い側鎖の導入によって,全測定温

度領域での著しい貯蔵弾性率の低下と,高温領域

での顕著な損失正接の増加が認められた｡ポリエ

チレングリコールイ (PEG)処理では,20℃ 以下

の温度領域で,PEG のミクロブラウン運動の凍

結によって,貯蔵弾性率は増加 したが,それ以上

の温度領域で,PEG 分子の溶融によって,貯蔵

弾性率は減少した｡

W.DwIANTO,M.NoRIMOTO,T.MoROOKA,F.

TANAKA,M.INOUEand Y.LIU:Radialcom･

pressionofsugi wood(CryptomeriajaponicaI)･

Don),HolealSRok-undWerkSlon,56,403-411

(1998)

ワヒュ一 ･ドイアント,則元 京,師岡淳即,田

中文男,井上雅文,劉 -星 :スギ材の放射方向

圧縮

本報は,低密度の日本産針葉樹材であるスギ材

の圧縮変形の熱固定について論 じている｡湿潤状

態の試料を放射方向に50%圧縮 し,変形拘束下で

乾燥後,溶融金属中,空気の存在下,排気下の3

つの方法で熱処理した｡変形の回復と重量減少の

間の関係は,熱処理の方法に関わらず,双曲線関

数で表された｡完全に変形が固定された場合にお

ける圧縮試料のMOEとMORの残存率は,それ

録

ぞれ89%および81%であった｡変形の固定は,細

胞壁成分の吸湿性の低下と熱減成によって細胞壁

に蓄積されていた応力の開放によって生じること

が推察された｡

小幡谷英一,大野善隆,梅村研二,則元 京 :漆

塗膜の動的粘弾性 (第2朝),熱処理による動的

粘弾性の変化,木材学会誌,44,327-331(1998)

漆塗膜の貯蔵弾性率 E′は,50℃ 以下の温度で

は,ほとんど変化しなかったのに対し,100℃ 以

上の温度においては,時間とともに急激に増加し

た｡初期段階における E′の増加速度は,温度と

とに増加 した｡また,150℃ 以上では,塗膜が時

間とともに顕著に収縮 した｡種々の温度で12時間

処理した漆塗膜の損失弾性率 E′′には,100oC か

ら200oCの間および -140℃ 付近にピークが認め

られ,それぞれ α,β緩和と名づけた｡α緩和

は,塗膜分子鎖のミクロブラウン運動に帰属され

た｡α緩和の温度位置は,250℃ で熱処理したも

のが最も高かった｡また,α緩和の E′′ピーク値

および見掛けの活性化エネルギーは,200℃ の熱

処理によって最小となった｡これらの結果から,

200oC以下の処理によるα緩和の変化は,主とし

て分子間の架橋や重合に起因し,250℃ 以上の処

理による変化は,塗膜の分解に起因すると推察さ

れた｡

ワヒュ一 ･ドイアント,師岡淳郎,則元 京 :輿

処理過程におけるアルビジア (Paraserienthes

falcataBecker)材の圧縮応力緩和,木材学会誌,

44,4031409(1998)

熱処理によって変形が永久固定される機構を解

明するため,仝乾状態のアルビジア材を用いて,

20-200℃ の温度範囲において,放射方向に50%

の圧縮大変形を与え,24時間の応力緩和測定を

行った｡100-140℃ の範囲では,規格化 した応

力緩和曲線には,ほとんど差異は認められず,応

力は,約 3時間の内に初期値の約40%にまで減少

し,その後ほぼ一定値を示 した｡ しかし,160℃

以上になると,応力は,時間とともに減少 し続

け,温度の上昇に伴って,減少の程度は大きく

なった｡応力は.180く'C では約20時間で,200oC
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では約 5時間で消失した｡24時間後における重量

減少率は,140oC までは緩慢に,160℃ 以上で急

激に増加した｡変形の回復度あるいは残留応力と

重量減少率の間には,良好な相関関係が認めら

れ,両者は,双曲線式で表すことができた｡残留

応力と回復度との間には,比例関係が認められ,

このことから,分子切断に伴 う内部応力の開放

が,変形が永久に固定される機構であることを推

定した｡

M.OzAKI,T.MoROOKA,M.NoRIMOTOandN.

IsoDA:Developmentofsimpli丘edmethodof

measuringhumiditycontrolindexB andits

application,WoodRe∫erch,No･85,75-77(1998)

尾崎真由子,師岡淳郎,則元 京,磯田憲生 :調

湿性能評価指標B値の簡易測定法の開発とその応

用

実際に内装に供せられている材料の調湿性能指

標B値を決定するため,一面が解放しているステ

ンレス箱を用い,その解放面を内装材料表面に当

てて,箱内の温度,湿度を測定する方法を提案し

た｡この方法を用いて,実際に内装されている材

料のB値を求め,従来の方法で求めた値との比較

を行い,ここに提案 した方法が有効であることを

示した ｡

K.rrAKAHASHI,T.MoROOKAandM.NoRIMOTO:

Thermal softening of wet wood in the

temperaturerangeof0to200oC,WoodRe∫earch,

No.85,78-80(1998)

高橋-聡,師岡淳郎,則元 京 :0-200℃ にお

ける湿潤木材の熱軟化

湿潤状態の多くの樹種について,放射方向の圧

縮応力ーひずみ図を求め,降伏応力と温度の関係

から,熱軟化について調べた｡熱軟化の様子は,

針葉樹材と広葉樹材で異なり,それがリグニンの

構造の違いによることを推定した｡

H.AIZAWA,E.OBATAYA,T.ONO and M.

NoRIMOTO:AcousticconvertingefGciencyand

anisotropICnatureOfwood,WoodResearch,No･85,

8卜83(1998)

相揮秀雄,小幡谷英一,小野晃明,則元 京 :木

材の音響変換効率と異方性

多くの樹種について動的弾性率,損失正接,動

的剛性率を測定し,音響変換効率と異方性につい

て調べた｡実験結果とモデル計算により,ミクロ

フィブリル傾角が小さいほど,音響変換効率が高

くなり,異方性の程度が大きくなることを示 し

た｡

E･OBAllAYA:Suitabilityofacetylatedwoodsfor

clarinetreed,J.WoodSci.,45,106-112(1999)

小幡谷英一 :クラリネット用リードとしてのアセ

チル化木材の適性

気乾状態における木材および葦の密度,L方向

の動的ヤング率および損失正接,LTおよび LR

面の動的剛性率および損失正接を測定した｡木材

および葦の音響変換効率および音響異方性を表す

因子を比較した｡低密度の針葉樹材は,葦に較べ

て大きい音響変換効率と高い音響異方性を示 し

た｡これらの木材は,均一な細胞構造を有してい

るため,クラリネット用リードに適しているよう

に思われた｡アセチル化処理によって,木材の振

動的性質の適性および抗クリープ能は,向上 し

た｡専門のクラリネット奏者によって,アセチル

化 したスプルース材がクラリネット用リードとし

て適していることが示された｡

E.OBATAYA,T.UMEZAWA,F.NAKATSUBOandM.

NoRIMOTO: The effects of water soluble

extractivesontheacousticpropertiesofreed

(ArundodonaxL.),Holdor∫chung,53,63-67(1999)

小幡谷英一,梅沢俊明,中坪文明,則元 京 :葦

の音響的性質に及ぼす水抽出成分の影響

クラリネット用リードに用いられる葦の貯蔵弾

性率 E と損失正接 tan8を20℃,60% RHで測

定し,これらの値に及ぼす水抽出成分の影響を調

べた｡抽出成分は,E′とtan∂の両者を増加させ

る効果があった｡tan∂変化と抽出による重量減

少率の間には,直線関係が認められた｡葦の組織

構造を考慮した繊維方向のレオロジーモデルを用

いて,葦の E′と tan∂を解析 した｡柔細胞中に

存在する抽出成分は,柔細胞の弾性率を1.2倍に
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増加させ,緩和時間を0.3倍に減少させることが

推定された｡摘出成分の主成分は,グルコース,

フルクトース,サ ッカロースであった｡

U .W ATANABE,M.NoRIMOTO,T.OHGAMA andM.

FUJ"A:Tangential Young'smodulusofconi-

ferous early wood Investigated using cell

models,Holdorschung,53,209-214(1999)

渡辺宇外,則元 京,大釜敏正,藤田 稔 :細胞

モデルを用いて研究した針葉樹早材の接線方向ヤ

ング率

針葉樹早材における細胞断面形状と接線方向ヤ

ング率の関係を,パワースペクトル解析によって

構築 したモデルを用いて調べた｡計算により求め

た結果は,実験により求めたヤング率と密度の関

係や樹種間でのヤング率の差異を定性的によく表

した.同一密度で比較 した時,ヤング率の計算値

は,モデルの形状に依存して,樹種間で著 しく異

なった｡モデルの要素角が大きくなるにつれて,

ヤング率は,密度の大幅な変化を伴わず増加 した

が,特に,放射壁の長さに対する接線壁のそれの

比が大きい領域で著しかった｡

横山 操,小幡谷英一,則元 京 :低温領域にお

ける木材の力学緩和 と誘電緩和 (第2幸B),吸着

水に基づく緩和,木材学会誌,45,95-102(1999)

シトカスプルース心材の繊維方向について,動

的粘弾性測定では,周波数 1,3.5,ll,33Hz,

含水率3.3-21.1%において貯蔵弾性率および損

失弾性率 E′′を,誘電測定では,周波数 50,110

Hz,1,10,100kHz,含水率3.8-35.2%で誘

電率および誘電損失 E〟を,-150-OoCの温度範
囲で求めた｡両測定のいずれにおいても,測定温

度範囲に吸着水に関係する 1つの緩和が認められ

た｡周波数 33Hzで比較 した時,E〟とE′′がピー

クとなる温度と含水率の関係は,よく一致 した｡

また,緩和の見掛けの活性化エネルギー値は,両

測定の結果とも,含水率の増加とともに,含水率

12-13%まで減少 し,その後増加した｡両測定で

認められる吸着水に関係する緩和は,それが現わ

れる周波数と温度位置がいよく一致 し,見掛けの

活性化エネルギーの含水率変化傾向が類似 したこ

録

とから,同 じ機構によって生 じるものと推定 し

た｡

E.OBATAYA,K.UMEMURA,M.NoRIMOTO andY.

0HNO: Viscoelastic properties ofJapanese

lacquerfi1m,JIAppl.Po:U,.Sci･,73,172711732

(1999)

小幡谷英一,梅村研二,則元 京,大野善隆 :漆

塗膜の粘弾性

漆塗膜の貯蔵弾性率と損失弾性率を -150-

400℃ の温度範囲で測定 した｡3つの緩和過程,

α,β,γが,それぞれ 80,-60,-140℃ に観

測され,見掛けの活性化エネルギーは,それぞれ

63-91,13,9kcal/molであった｡これらは,そ

れぞれ重合したウルシオールのミクロブラウン運

動,吸着水に関係 した運動,側鎖のメチレン基の

運動に帰属 された｡室温での熟成に伴って,α

ピークの位地は,高温側に移動 し,見掛けの活性

化エネルギーは,減少 した｡これらは,ウルシ

オールの自動酸化重合に基づ くものであった｡

フイルムの弾慣率は,100oC以上の熱処理によっ
て増加 した｡2OOoC 以下での熱処理によって,α

ピークの位地は,見掛けの活性化エネルギーの低

下を伴って,高温側に移動 した｡200℃ 以上の熱

処理によって,フイルムの熱分解に基づ く顕著な

収縮と重量減少が生じた｡

野村隆哉 :日本竹炭竹酢液協会第 4回総会資料,

1-59 (1999)

日本竹炭竹酢液協会第4回総会資料として竹炭

および竹酢液の規格化の規準を定めるための基本

方針を提案すると同時に15種類の竹酢液のガスク

ロマ トグラフィーによる分析結果をまとめて紹介

してある｡

今村祐嗣 :建築物の劣化診断,最新木材工業事典

(日本木材加工技術協会編),pp.136-137(1999)

建築物の劣化診断の概要を解説 した｡

今村祐嗣 :木炭からの機能性カーボン材料の開

発,触媒,41(4),254-258 (1999)

木材を焼成処理 して得た木炭の機能性に着目
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し,汚染水からの重金属の吸着除去,気中での

NOxの浄化などの性能を検討したところ,焼成

温度によって大きく影響されることがわかった｡

また,焼成および焼結によって進行する木炭の黒

鉛化を,電気伝導性の変化と細胞壁の微細構造と

を関連させて考察した｡

今村祐嗣 :木質からのカーボン材料,日本木材学

会第6期研究分科会報告書 『木材利用の新分野 :

極限状態の木材』,68-76(1999)

木質焼成物である木炭の新しい利用展開につい

て,環境浄化性能,導電特性,微細構造と機能の

発現などの観点から概観した｡

Y･IMAMURA,M.K.YALINKILIC,H.KAJITA andT.

FURUNO:Propertiesenhancementofwoodby

treatment with neutralized phenolic-resin,

Proceeding∫ofthe4thPac拘 RimBioIBa∫edCompo∫ileS

SLymPo∫ium,48-54(1998)

今村祐嗣,M.K.ヤリンキリック,梶田 整,古

野 毅 .･中性化フェノール樹脂で処理した木材の

物性の向上

木材の寸法安定性および生物劣化抵抗性を向上

させるために,アルカリタイプ (PHIO.3)の低

分子量フェノール樹脂および中性 タイプ (pH

6.5)の同様の樹脂で処理を行った｡処理後の木

材の色は,前者の場合では赤褐色になったが,後

者ではもとの木材の表面色を維持 していた｡ASE

値が60%以上の高い寸法安定性が30%の含脂率で

得られたが,二つの樹脂の差異は認められなかっ

た｡褐色および白色腐朽菌に対して抵抗性を得る

ためには中性 タイプで15%,アルカリタイプで

10%の含脂率が必要であった｡水中浸せきと加熱

乾燥を繰り返す耐候操作を行うと,やや中性タイ

プの樹脂で処理した木材の溶出量が多かった｡

T. FURUNO,Y. IMAMURA and H. KAJITA:

Modificationofwoodbytreatmentwithlow

molecular phenol-formaldehyde resin, Pro-

ceeding∫of the4thPacljk Rim Bio-Based Composile∫

SLymPo∫ium,295-304(1998)

古野 毅,今村祐嗣,梶田 黙 :低分子フェノー
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フェノール樹脂の木材細胞壁中への浸透を,光

学顕微鏡,走査電子顕微鏡および電子線プローブ

マイクロアナライザー (EPMA)で検討した｡数

平均分子量が,それぞれ290,470,820の m-プロ

モフェノール-ホルムアルデヒド樹脂を使用し,

樹脂の存在をプロムによって識別した｡分子量が

290の低分子フェノール樹脂を1-15%の濃度で

注入した場合,低濃度では木材の仮道管の内腔に

樹脂の存在は認められず,15%の濃度の場合にお

いても,内腔を樹脂が充填している仮道管の数は

限られていた｡EPMA の観察結果では,細胞壁

中での樹脂の存在が1%濃度の場合でも検出され

た｡さらに,3%濃度以上では顕著に認められ,

厚壁の晩材仮道管の細胞壁の仝層にわたって存在

した｡290と470の低分子量樹脂の場合,そのほと

んどが細胞壁の中に浸透し,処理木材の寸法安定

性向上に寄与するものと考えられる｡分子量が

820の樹脂の場合,低分子量成分が木材細胞壁中

に存在することが認められたが,寸法安定性の向

上への寄与は限定されていた｡

古野 毅,今村祐嗣,浅田 修,加藤定信 :コロ

イダルシリカ溶液による木材無機質複合体の特性

一耐蟻性,耐光性,硬 さ,耐摩耗性-,材料,

48(3),245-250(1999)

コロイダルシリが容液系を用いて作製した木材

無機質複合体の耐蟻性,耐光性,硬さ,耐摩耗性

を検討 した｡スギ辺材または心材を用い,コロイ

ダルシリカに低分子化キ トサンとホウ酸を添加 し

て調製した溶液系 (pH 中性)を拡散処理によっ

て含浸 し,乾燥による固着によって無機質複合体

を作製した｡ホウ酸の代わりに鋼,銀,チタンの

金属化合物を添加 した溶液系も調製した｡耐蟻性

試験の結果,ホウ酸を添加した溶液系の試験片で

は重量減少率がごく僅かであり,また死虫率も職

蟻,兵蟻とも100%であったことから,非常に高

い殺蟻性能を示した｡金属化合物を添加した溶液

系の試験片ではある程度の耐蟻性があった｡紫外

線月鯛寸による耐光性試験の結果,まさ目面照射に

おいて,コロイダルシリが容液系の試験片では色

差の変化が無処理材よりも小さく,明らかに耐光
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性の向上が認められた｡特に二酸化チタンを添加

した溶液系では色差の変化が最 も小さかった｡溶

脱処理 しても無機質複合体は耐光性を維持 してい

た｡明度は,木口面照射において,特にホウ酸と

二酸化チタンを添加 した溶液系で無処理材に比べ

て大きく変化 した｡彩度の変化量は無処理材より

も小さく,特にホウ酸添加系では最 も少なかっ

た｡硬さおよび耐摩耗性とも,処理 レベルととも

に向上 した｡

Y.KoBAYASHl,L IIDA,Y.IMAMURA and U.

WArrANABE:Dryingandanatomicalcharacteri･

sticsofsuglWOOdattackedbybacteriaduring

pondedstrage,J･WoodSci･,44(6),4321437(1998)

小林好紀,飯田生穂,今村祐嗣,渡辺宇外 :水中

貯木中に細菌類の攻撃を受けたスギ材の乾燥性と

解剖学的特徴

水中貯木 したスギ丸太から7種の細菌類が分離

され,このうち6種が高い木材分解力を有 してい

た｡これらの細菌類がスギ材の乾燥性と解剖学的

特徴に与える効果を検討するため,細菌類を含む

水中に 1- 7カ月間,新鮮な木材試片を浸せ きし

たところ,注入性 と乾燥性は明らかに向上 した｡

木材細胞の内腔と壁孔臆に付着 していた充填物質

は取 り除かれ,壁孔壁は破壊されていた｡細菌類

によるこれらの解剖学的な変化は,スギ材の浸透

性を向上させると考えられる｡

Y.KoBAYASHI,L IIDA,Y.IMAMURA and U.

WATANABE:Improvementofwatermovementof

suglWOOdbyimpregnationofbacteriausing

sap-flow method,J･rl/oodSci.,44(6),482-485

(1998)

小林好紀,飯田生穂,今村祐嗣,渡辺宇外 :立木

注入法でバクテリアを注入 したスギ材の浸透性改

兼r=丁

樹幹中への細菌類の移動を促進するため立木や主

人法を利用 し,短期間で木材中に分布させること

を試みた｡立木を伐探 し,樹幹の底部を細菌類を

含む貯木池の水に浸けて吸収させた後,6カ月間

水平にして放置 した｡細菌類は樹液とともに樹幹

方向に移動 し,その結果,辺材仮道管中を底部か

録

らより樹幹の高い部分にまで達 し,放射柔細胞中

にその存在が認められた｡スギ立木の辺材および

心材に細菌類を移動させる手段 として,立木注入

法は有効であると考えられる｡底部だけでなく 3

m 上部においても,辺材仮道管の壁孔壁の破壊

が認められた｡処理 した辺材の染料水溶液の吸収

量は,8時間の洗せき処理の結果,無処理試料に

比較 して 8倍に逢 した｡

M.KIGUCHI, M.SUzUKI and Y. IMAMURA:

Weatherabilityofexteriorwood coatingsin

Japan,Adz,ancedinExteriorWoodCoaling∫andGEN

Slandarizalion(1998)

木口 実,鈴木 雅洋,今村祐嗣 :日本における

屋外用木材塗装の耐候性

市販されている11種類の屋外用木材塗装の耐候

性を実際の屋外暴露試験 ならびに室内促進試験

(サ ンシャインカーボンアーク)で評価 した｡色

義,擬水性,光沢,表面欠陥を評価の対象とし

た｡主たる欠陥は,造膜型塗料では塗膜の割れと

剥離であり,浸透型塗料では顔料の喪失と大気中

の汚染物質による変色であった｡再塗装の基準値

を求めると,室内促進試験によった場合は造膜型

塗料では1,500--2,0()0時間,浸透型塗料で は

1,000-1,500時間であった｡一方,屋外暴露試験

によると造膜型塗料では12-24カ月,浸透型塗料

では6-12カ月であった｡

S.DoI,M.MoRL,M.KUGUCHI,Y.IMAMURA,M.

HASEGAWA,S.MoRITA,S.NAKAMURA and Y.

KADEGARU:Dominantgeneraoffungiisolated

from thesurfacesofsugi(CryPtomeriajaponica

D･Don)heartwoodlumbersexposedatsixtest

sitesfrom nor叱hern to southern reglOnSOf

Japaneseislands,Thelnl.Re∫.Group onWood

Pre5erU･,DocumerLtNo･IRG/WP,99110304(1999)

土居修一,森 満範,木口 実,今村祐嗣,長谷

川益夫,森田慎一,中村俊一,裏手苅幸男 :わが

国の6カ所で暴露 したスギ心材から分離された主

要な菌類

木材が屋外で暴露されると,日射や雨水だけで

なく微生物によっても劣化作用を受ける｡わが国
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の6カ所で,スギ心材の試験体を45度の角度で16

カ月にわたり暴露し,表面に生育する主要な菌類

を分離同定 した｡サ ンプルは木材表面からセロ

テープで収集 し,100ppm の tetracycline-hydro-

chlorideを含む Potato-Dextrose-Agarで培養し,

顕微鏡下で観察した｡暴露場所や気候条件にかか

わらず,主要な菌類は Aureoba∫idium と NigroJPora

であった｡

Y.FUJII,Y.YANASE,T.YosHIMURA,Y.IMAMURA,S.

OKUMURAandM.KozAKl:Detectionofacoustic

emission(AE)generatedbytermiteattackina

woodenhouse,TheInt.Re∫.GrouponWoodPre∫e17,リ

DocumentNo.IRG/WP,99-20166(1999)

藤井義久,梁瀬佳之,吉村 剛,今村祐嗣,奥村

正悟,甲崎峰男 :木造住宅のシロアリ被害によっ

て発生するアコースティック ･エ ミッション

(AE)の検出

最近,住宅のシロアリ被害の防止については,

レスケミカルあるいはノンケミカルの方向に強い

関心がもたれている｡ しかし,シロアリ防除薬剤

の使用を減少させるためには,できるだけ早期に

その被害を検出することが必須になってくる｡わ

れわれは,以前からAEを用いてシロアリ被害を

非破壊的に検出する手法を検討してきた｡この論

文では,実際の現場におけるAE検出法の応用に

ついて検討した｡AEセンサ (PZTセンサ)の付

いた針型ウェイブガイドを使用すると,床や壁か

ら発生し伝播するAE波を効率的に検出すること

ができた｡また,0.04mm 厚の PVDF圧電ポリ

マーフイルムを部材の接合部に差し込むと,その

ような部材でのAE検出に有効的であったが,感

度は PZT センサに劣った｡シロアリ食害の検出

用に開発したポータブル型の AE検出装置を用い

て,住宅の被害を防止する手法についても論及し

た｡

S.YUsuF,M,K.YALINKILIC,Y.IMAMURA,S.

FUsHIKI,T･SAITOandY･KATSUZAWA:Biological

propertiesofglue-linetreatedplywoods,Pro-

ceeding∫ofthe4thPacljkRim Bz'O-Ba∫gdCompoJite∫

sLymPo∫ium,124-132(1998)

S.ユスフ,M.K.ヤリンキリック,今村祐嗣,伏

木清行,斉藤隆信,勝沢善永 :接着剤混入法で処

理した合板の生物劣化抵抗性

レッドメランチの単板を原料とし,ユリアメラ

ミン樹脂接着剤中に防腐剤と防虫剤の混合薬剤

(イミダクロプリ ド3%,IPIiC 20%,IF-1000

15%)を混入して合板を作製し,その耐朽性なら

びに耐蟻性を検討 した｡接着剤中に混合薬剤を

1,400g/mこうの割合で混入 した場合,処理合板は

イエシロアリの攻撃に対 して高い抵抗性を示し,

また,オオウズラタケおよびカワラタケに対して

高い耐朽性を示した｡

K.NISHIMIYA,T.HATA,Y.IMAMURA and S.

IsHlHARA:Changesofchemicalstructureof

woodundercarbonizingprocess,Proceeding∫oflhe

41hPacljkRimBio-Ba∫edCompo∫ite∫Stympo∫2-um,2571

262(1998)

西宮耕栄,畑 俊充,今村祐嗣,石原茂久 :焼成

過程における木炭の化学構造の変化

炭化温度の上昇による木質 (crJPtomeriajaponica

D.Don)の炭化物の化学結合状態の変化を解明す

るため,炭化温度を変化させて調製した木材の炭

化物を,X線光電子分光法 (Xps),FT-IR,X線

回折により分析 した｡FT-IR の結果では,600℃

付近で二重結合および芳香環の生成が認められ

た｡xpsスペクトルの分析の結果,芳香族炭素

の割合が炭化温度 800-1,000℃ と 1,800℃で増

加した｡炭化物中での芳香環の縮合が進行し,そ

れにより炭化が進むことがわかった｡その変化が

起こる 800-1,000℃ の温度域は電気抵抗の急激

な低下が起こる温度域と近いため,芳香環の縮合

と導電性の発現 との間の関連が示唆 された｡

1,800℃ 付近の温度域では,X線回折の結果から

黒鉛化が起こったと考えられ,XPSでもこれを

支持する結果が得られた｡酸素を含む官能基は炭

化温度の上昇につれて減少することが確認され

た｡

L.L.PULIDO,T.HATA,Y.IMAMURA,S.IsHIHARA

and T･KAJIMOTO:Removalofmercuryand

othermetalsbycarbonizedwoodpowderfrom

192



抄

aqueoussolutionsoftheirsalts,J･WoodSci･,

44(3),237-243(1998)

L.L.PULIDO,畑 俊充,今村祐嗣,石原茂久,

梶本武志 :水銀などの重金属塩を含む溶液の焼成

木粉による浄化

スギ木粉を焼成温度を変えて炭化し,水銀など

の重金属塩を含む溶液の浄化に用いた｡塩化水銀

の単独水溶液,あるいは硝酸鉛,塩化ヒ素,塩化

カ ドミウムと塩化水銀の混合溶液 (1,5, 10

ppm)からの重金属の除去を試みた｡無処理木粉

および200,600,1,000℃ で焼成した木粉は重金

属の除去に有効的に働いたが,そのうち 1,000℃

で焼成した木粉がもっとも高い除去能力を示し,

市販の活性炭よりすぐれていた｡

LP.NovIC10,T.HATA,T.KAJIMOTO,Y･IMAMURA

and S･IsHⅠHARA:Removalofmercuryfrom

aqueoussolutionsofmercuricchlorideusing

woodpowdercarbonizedathigh temperature,

WoodReJ･,No.85,48-55(1998)

LP.NovICIO,畑 俊充,梶本武志,今村祐嗣,

石原茂久 :高温焼成木炭粉末による塩化水銀水溶

液からの水銀の除去

400℃ から2,400℃ まで温度を変化させて焼成

したスギ (crJPlomeT･iajaPonicaD.Don)木炭粉末を

使って 5ppm の水銀塩化物水溶液から水銀を除

去した｡600℃ から 1,400℃ で焼成した木炭粉末

が水銀を効率よく除去することがわかった｡焼成

木炭の比表面積は木炭が水銀を除去する性能と関

連が大きいことが示された｡

L.P.NovICIO ,T･HATA,T.KAJIMOTO,Y･TMAMURA

and S.IsHIHARA:Performanceofcarbonized

wood powderforpurification ofwatercon-

taminatedwith heavymetals,Proceedings0flhe41h

Pac推 RimBio-Ba∫edCompo∫ile∫FLymPo∫ium,263-270

(1998)

L.P.NovICIO,畑 俊充,梶本武志,今村祐嗣,

石原茂久 :重金属で汚染された水の焼成木船によ

る浄化

スギ木粉を200℃ から2,400℃ までの範囲で焼

成温度を変えて炭化 し,重金属を含む水の浄化に

録

用いた｡蟹処理の木粉によっても水銀は除去され

たが,焼成 した試料はより高い効果が認められ

た｡鉛,ヒ素,カ ドミウムと水銀の混合溶液で

は,水銀が選択的に除去された｡焼成木粉のなか

では,1,000℃ で焼成した木粉がもっとも高い除

去能力を示し,市販の活性炭よりすぐれていた｡

高い除去能力を示す焼成温度の範囲は600℃ から

1,400℃ であり,その温度より低い場合,あるい

は高い場合のいずれにおいても除去能力は劣っ

た｡また,水銀塩のタイプを変えても,1,000℃

で焼成した木粉が高い除去能力を示した｡焼成木

粉の重金属除去能力は,それぞれの試料の比表面

積と高い相関がみられた｡

LP.NovIC10,rr･HATA,T.KAJIMOTO and Y.

IMAMURA:Dynamicaspectofwood structure

underthermal1reatment,ProceediTlg∫Oflhe2ndlnt.

WoodSci.Seminar,CL)1-29(1998)

LP.NovICIO,畑 俊充,梶本武志,今村祐嗣 :

木材の組織構造の熱変換過程における動的観察

スギ心材を不活性雰囲気下で焼成温度を変えて

炭化し,微細構造の変化を,環境制御型 sEM お

よび従来型 sEM によって観察した｡また,焼成

過程での試料の亜量および寸法変化を計測した｡

重量減少は200℃ 付近から起こり,1,000oCでは

ほぼ一定になった｡寸法の収縮も,焼成温度の増

大とともに大 きくなった｡環境制御型 sEM に

よって,同一箇所の変化を動的に観察することが

可能で,その結果,500℃ 付近で著しい木材細胞

の収縮が観察されたが,その後 1,000℃ まで温度

を上げても,sEM 観察下では細胞形状の変化は

認められなかっ7こ ｡

L.P.NovICIO,T.HATA,T.KAJIMOTO,Y.IMAMURA

and S･IsHIHARA:Removalof mercury by

carbonizedwoodmaterialsfrom aqueoussolu-

tionsofdifferenttypesofmercurycompounds)

Re∫ource∫Proce∫∫lng,46(1),3-8(1999)

LP.NovICIO,畑 俊充,梶本武志,今村祐嗣,

石原茂久 :異なる水銀化合物を含む水溶液の焼成

木材による浄化

スギ木粉を焼成温度を変えて炭化し,異なる水
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銀化合物を含む水溶液の浄化に用いた ｡異なる水

銀化合物の単独水溶液 (5ppm)から,水銀の除

去を試みた｡無処理木粉および200℃ で焼成した

木粉でも水銀を除去したが,そのうち1,000℃ で

焼成 した木粉がもっとも高い除去能力を示し,市

販の活性炭よりすぐれていた｡また,600℃ で焼

成した木材も水銀の除去に有効的であった｡

T.KAJIMOTO,T.HATA,Y.IMAMURA,M.TAKAGAKI

andS･IsHlHARA:Separationofcomponentsof

CCA-treatedwoodbyflashpyrolysis)Proceedings

oflhe4thPacljkRimBio-Ba∫edCompo∫ite∫Stympo∫ium,

320-324(1998)

梶本武志,畑 俊充,今村祐嗣,高垣昌史,石原

茂久 :フラシュパイロリシスによる CCA処理木

材からの成分分離

保存薬剤である CCAで処理した木材から効率

的に重金属を分離するため,高速熱分解を適用し

た｡ccA 処理廃材をヘリウムガス中で 1-4秒

内に 590℃ まで加熱し,発生する化合物を GC-

MSで分析 した｡最初に発生した化合物は CO,

Coョ,酢酸であ り,セルロースおよびヘ ミセル

ロース由来のものと考えられた｡メチルおよびメ

チ レン基に結合 したヒ素化合物が4秒加熱の

CCA 処理木材から検出されたが,1秒加熱の場

合は認められなかった｡フルフラール,ベンゼン

化合物, レポグルコサ ン,アルコールなどが

ccA 処理木材および無処理木材の両方から検出

された｡

畑 俊充 :異種材料複合による機能性木質建材の

開発,耐候 ･耐火性能の向上,木質複合材料研究

成果報告書,26-31(1998)

耐候 ･耐火性能の向上のテーマを中心に,異種

材料複合による機能性木質建材の研究開発の動向

と現状について解説した｡

畑 俊充,今村祐嗣,小林恵美子,菊池 光 :電

子顕微鏡による木質炭素材料の微細構造解析,日

本材料学会学術講演会講演集,48,355-356(1999)

直接通電法を木炭に適用 し体積電気抵抗率と熱

定数が黒鉛のそれと類似であることを示した｡木
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炭中に見出されたタマネギ状炭素粒体と焼結炭中

に黒鉛構造を観察した｡

T. HATA,L.P.NovICIO and Y. IMAMURA:

Ultrastructuralinvestigation fornew appli-

cation of wood charcoal under different

thermalconversion techniques,Proceeeding50f

Intemational ConjTerence on E伊ctiue UliliJCation of

PlantationTimber,34141(1999)

畑 俊充,Lp.NovICIO,今村祐嗣 :異なった熱

変換技術による木炭の新しい用途開発のための微

細構造解析

異なった熱変換技術によって木炭の新しい用途

開発をめざして木炭を炭化あるいは黒鉛化を行っ

た｡スギを 20℃ から 1,300℃ まで,速度 4-

50oC/minで昇温させ,環境型走査電子顕微鏡を

用いて,不活性状態下での試験体の動的な変化を

しらべた｡400℃ と500℃ の間で細胞構造におけ

る著しい変化が観察された｡600℃ で 3時間加熱

された木炭では,室温から1,300℃ までの環境温

度の変化でわずかな収縮 しか観察されなかった｡

直接通電法を木炭に適用したところ,X線回折に

よって 1,700℃,5分間の焼結で,2,soo℃,3時

間の加熱と同様の黒鉛構造の面間隔が得られた｡

T･HATA,YIIMAMURA,S･IsHIHARAandH.KAJITA:

Production of LVL by incorporating 丘re

retardants in the glue - Analysis of 血e

movementof chemicalelements by X-ray

photoelectronspectroscopy,Proceedingsoflhe4th

PacljicRimB101Ba∫edCompo､fite∫SLymPo∫ium,144152

(1998)

畑 俊充,今村祐嗣,石原茂久,梶田 畢 :接着

剤混入法による難燃性 LVLの製造一光電子分光

分析法による化学物質移動の解析

接着剤混入法における基礎的知見を得るため

に,接着剤および薬剤の分布が単板積層材の厚さ

膨張率および難燃性能に及ぼす影響を調べた｡ま

たX線光電子分光法 (xps)によって積層材中で

の薬剤成分の分布を検討した｡寸法安定性への影

響をみるためにはリグナイト㈱製の高分子量フェ

ノール (平均分子量1,078,LK-92)と低分子量
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プロモフェノール (平均分子量470,LK-105)の

混合樹脂,難燃性能の検討のためには高分子量

フェノール (LK-105)にホウ酸アンモニウムを混

入 した樹脂を準備 した｡接着層における薬剤の分

布を検討するために,断面を Xpsによって分析

した｡さらにプロモフェノール樹脂を混合した場

合は24時間水に浸せきし厚さ膨張率を測定 し,ホ

ウ酸アンモニウムを混入したものについてはJIS-

A-1322建築用薄物材料の錐燃性試験方法に準 じ

燃焼試験を行った｡接着層において臭素の分布を

調べた結果,仝乾状態の時より一定量の水分を含

む試料の方が臭素の分布の範囲が大きかった｡厚

さ膨張率および難燃性能とも単板の含水率の影響

を受け,一定の水分量をもつ単板を用いた試験体

において優れた性能が得られた｡これらの結果か

ら,寸法安定性および難燃性能と接着層における

樹脂および難燃薬剤の分布との因果関係が予測さ

れた｡

T.HARADA,T.HATAandS.1sHIHARA:Thermal

constantsofwoodduringtheheatingprocess

measuredwiththelaserflashmethod,JIWood

Scl.,44,425-431(1998)

原田寿郎,畑 俊充,石原茂久 :レーザーフラッ

シュ法により測定された昇温過程中の木材の熱定

数

レーザーフラッシュ法を使って昇温過程中の木

材の熱拡散係数,比熱容量,熱伝導率を測定 し

た｡測定温度範囲は室温から270℃ で大気圧下と

真空下の両方について測定 した｡大気圧下で測定

した熱定数は真空下で測定 した値 よりも大きく

なった｡比熱容量と環境温度との間には直線関係

があった｡高温下で,真空下における比熱容量は

大気圧下で上昇した｡熱伝導率は比重と環境温度

の上昇によって増加 した｡熱伝導率の理論モデル

を提案 しその妥当性を検討 した｡

T･HATA,P･M･BRONSVELD,J･TH.M.DEHossoN,

J.B.VEYRETandE.BULLOCK:Microstructural

investigationofcarbom丘berreinforcementina

siliconenitridematrix,ProceedingsofEUREMIII,

ⅠⅠ,708-709(1998)

録

畑 俊充,p.M BRONSVELD,∫.TH.M.DEHossoN,

J.B.VEYRET,E.BULLOCK:カーボンファイバーで

強化された窒化ケイ素マ トリックスの微細構造解

析

TEM,HREM と sEM を用いてカーボンファ

イバー間で破壊する原因を検討 した｡セラミック

スマ トリックス複合材料の強度的性質に対する

コーティングの役割について考察した｡

B.SUBIYANTO,Ⅰ.M.SULASTININGSIH,D.HERMAWAN,

K.UMEMURA,T.HATAandS.KAWAl:Production

technologyofoilpalm cementbonded par-

ticleboard,hydrationbehaviorofcementmixed

withoilpalmfr,Ondspowder,Proceedingsoflhe2nd

Inler･WoodScien･=eSeminar,C2071214(1998)

B.SUBIYANTO,I.M.SUIJASTININGSIH,D.HERMAWAN,

梅村研二,畑 俊充,川井秀一 :オイルパームセ

メント結合パーティクルボードの製造技術,オイ

ルパームフロンド粉末と混合したセメントの水和

挙動

セメント硬化促進剤および添加濃度を変化させ

て,オイルパームフロンド粉末と混合したセメン

トの水和挙動を検討した｡用いたセメント硬化促

進剤 は MgC12,NaHCO3,Na2Si03で ある｡

MgC12を7.5%,Na2Si03を10%加えたときに,

68%以上の親和性を得ることができた｡オイル

パームのようなセメント硬化阻害成分を含む材料

からボー ドをつ くるむ場合には,適量のセメント

硬化促進剤を用いることが有効であることがわ

かった｡

SUBYAKTO,T.KAJIMOTO,T.HATA,S.IsHIHARA,S.

KAWAIandH･G】汀TO:Improving丘reretardancy

offastgrowing wood by coating with 丘re

retardantand surfacedensification,Fireand

MalerialS,22,207-212(1998)

SuBYAK･rO,梶本武志,畑 俊充,石原茂久,川

井秀一,月束秀夫 :難燃剤塗布と表層圧潰化によ

る早成樹の難燃化の向上

難燃剤塗布と表層圧潰化による早成樹の難燃化

の向上を図った｡木材表面にリン酸を混入した ト

リメチロールメラミンホルムアルデヒドを塗布 し

- 195-



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

た後熱圧を行った｡スギおよびアルビジア-の塗

布量,前処理温度,圧潰率,圧締時間の効果につ

いて検討した｡曲げ強度,火炎下でのクリープ挙

動を評価した｡

SUBYAKTO,B.SUBYANTO,T.KAJIMOTO,T.HATA,S.

KAWAIandS.IsHIliARA:Enhancementoffire

retardancy ofwood composites by surface

coatingordensification,Proceeding∫oflhe41hPac薙

RimBio-Ba∫edCompo∫ite∫Stympo∫ium,153-160(1998)

SUBYAKTO,B.SUBYANTO,梶本武志,畑 俊充,川

井秀一,石原茂久 :表面圧潰 ･塗布による木質複

合材料の難燃性能の向上

木材と木質材料に対 してホットプレスによる表

面圧潰と難燃薬剤の塗布を行い,難燃性能の向上

を図った｡ トリメチロールメラミンとリン酸の混

合溶液を難燃薬剤として用いた｡木質材料の難燃

性能を火炎下におけるクリープ試験 と標準難燃試

験 JISA1304によって評価した｡

畑 俊充 :木炭で環境浄化,森林 ･木材 ･環境,

京都大学公開講座テキスト,33-40 (1998)

環境浄化の目的で木炭の基礎と応用をわかりや

すく解説した｡

山根健司,石原茂久,畑 俊充 :木炭の構造変化

に対する焼結温度の影響,炭素,186,2-6(1999)

焼結炭の構造変化をX線回折,SEM,TEM に

よって解析 した｡焼結木炭の構造は焼結温度に

よって変化し,黒鉛構造がみられた｡1,800℃ で

焼結した木炭の面間隔は黒鉛のそれに近づいた｡

焼結された木炭断面の SEM 観察から,焼結木炭

を構成する要素は,層状に圧縮され細胞壁がプラ

スチック状に変形した｡

矢野浩之 :楽器と木材,楽器用木材の音響特性と

その改質,超音波,10(8),14-20(1998)

木材および楽器用木材の音響的特徴およびその

発現機構について概観した後,化学処理あるいは

積層複合などの観点から,楽器用木材の音響的性

質をさらに向上させる技術について概説した｡

矢野浩之,P.J.CoLLINS,Y.YAZAKl,土居修一 ‥

木粉あるいはタンニンを原材料としたプラスチッ

ク様成型物,第28回木材の化学加工研究会シンポ

ジウム講演集,27-34 (1998)

ラデイア一夕パインの樹皮あるいはそれから抽

出したタンニンを木粉と混合し,高温 ･高圧下で

圧締すると,エンジニアリングプラスチック相当

の強度を有するプラスチック様成型物が製造でき

た｡タンニンを用いた場合は,高い耐水性を示 し

た｡また,木粉だけで製造した場合でも,同等の

強度を有するプラスチック様成型物が製造でき

た｡木粉成型物は,煮沸によって容易に分解し,

リサイクル可能であった｡さらに,木材腐朽菌に

よる試験結果から,木材本来の生分解性が損なわ

れていないことが示唆された｡

H.YANO,PJ.CoLLINS,Y.YAZAKIandS.Dot:

Towards血emewmillenniumwoodcomposites,

Proceedingsofthe41jlPacVu:RimBio-Ba∫edCompo∫ile∫

Stympo∫ium,226-235(1998)

矢野浩之,PJ.CoLLINS,Y.YAZAKl,土居修一 :

次世代の木質材料をめざして

次世紀の木質材料研究の観点から,3種の木質

材料について紹介した｡ダグラスファーにフェ

ノール樹脂を含浸し,高圧下で庄締すると,535

MPaの曲げ強度が得られた｡これはこれまでに

報告された木質系材料の強度としては最も高い値

である｡木粉と樹皮タンニンを 190℃,100MPa

で10分間圧縮すると,高強度のプラスチック様成

型物が製造できた｡ラデイア一夕パイン樹皮から

抽出したタンニンがホルムアルデヒドを添加せず

とも接着剤として作用していることが知られた｡

また, ラデイア一夕パ インの木船 (0.065mm

メッシュパス)を220℃,100MPaで10分間庄締

すると,接着剤や化学加工なしで,高強度のプラ

スチック様成型物が製造できた｡この材料は,煮

沸で容易に分解し,リサイクルが可能であった｡

矢野浩之 :第4回環太平洋植物系複合材料シンポ

ジウム,木材工業,54(4),178-180(1999)

1998年11月,インドネシア,ボゴールで開催さ

れた第4回環太平洋植物系複合材料シンポジウム
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での研究発表などについて紹介した｡

矢野浩之 :高強度木材,日本木材学会第 6期研究

分科会報告書 『木材利用の新分野 :極限状態の木

材』,2-12(1999)

木材が他材料と大きく異なる点は,地球上に現

れてからの時間の長さであり,それは木材に高強

度材料ならびに環境調和型材料となりうる可能性

をもたらした｡したがって,木材を基材とした次

世紀の先端材料作 りを模索する上では,この 2点

が重要である｡本稿では,この内の木材の高強度

化について述べた｡すなわち,極限強度,高強度

材料,木材の強度,木材の高強度化に関する既往

の研究について概説した後,樹脂含浸圧密による

木材の高強度化における音速による材料選別,成

分除去処理,水蒸気処理の効果について報告 し

た｡

高橋旨象 :しろあり防除薬剤の歩み,創立四十年

誌,㈱ 日本 しろあり対策協会,pp.83-96(1998)

しろあり防除薬剤の最近10年間の変遷を,加圧

処理用,表面処理用,土壌処理用に区分して概説

し,化審法等に関連する認定の動向ならびに今後

の課題について考察 した｡

K.TsUNODA,H.M ATSUOKA andT.YosHIMURA:

ColonyeliminationofReticulitermessperatus

(Isoptera:Rhinotermitidae)bybaitapplication

andtheeffectonforagingterritory,J･Econ･

Enlomol.,91(6),138311386(1998)

角田邦夫,松岡宏明,吉村 剛 :ベイト剤による

ヤマ トシロアリコロニーの根絶と摂食行動範囲-

の 影 響

摂食個体数と摂食行動範囲を標識再捕集法で予

め求めておいたヤマ トシロアリ野外コロニーに,

ベイト剤を適用してその効果を判定 した｡1995年

10月に摂食行動範囲内にヘキサフルムロンを成分

とするベイト剤をセットしたところ,1996年 5月

以降に摂食個体が発見されたモニタリングステー

ション数が減少し,1996年 7月にはシロアリ個体

が発見されなくなった｡1996年10月の時点でも摂

食行動範囲内にシロアリ個体が発見されなかった

録

ことから,30万以上の摂食個体で構成されたコロ

ニーがベイ ト剤の有効成分 33mgを消費して根

絶 したと判断された｡ベイト剤適用終了後10カ月

経過した1997年 5月には,根絶コロニーの摂食行

動範囲内にあった3つのモニタリングステーショ

ンからシロアリが発見され,1997年 6月以降には

さらにシロアリが存在 したモニタリングステー

ション数は増加 した｡ベイト剤適用終了後には,

着色個体が発見されなかったことから,これらの

シロアリが根絶 したとされるコロニーの構成員で

あるか,他コロニーのものであるかは判定できな

かった｡本研究結果は,着色個体存在の有無の調

査に基づいてコロニーの根絶を決定する標識再捕

集法の適用性に限界があることを示すことになっ

た｡

角田邦夫 :ホウ素化合物の木材保存剤としての利

用,木材保存,:･25,48-58(1999)

拡散性薬剤であるホウ素化合物は非接地 ･非暴

露条件,すなわち,溶脱の懸念がほとんどない状

態で使用される木材および木質材料の保存処理に

適用可能である()木材保存剤は必ずしも固着性薬

剤あるいは油溶性である必要はなく,使用条件を

考慮すべきである｡ホウ素化合物の毒性,木材劣

化微生物 ･昆虫に対する室内効力試験結果を概説

し,ホウ素化合物処理木材の高耐菌 ･耐虫性を示

した｡

K.TsUNODA,T.YosHIMURA,H.M ATSUOKAandY.

HIKAWA:Amet]10dtoevaluatetheeffectiveness

ofbaitapplicationusingatransferrednestof

Coptotermes f0-0sanus Shiraki (Isoptera:

Rhinotermitidac),TJLelnl.Re∫.Group on Wood

Pre∫erv.DocumerLtNo.lRG/WP99-20161(1999)

角田邦夫,吉村 剛,松岡宏明,槍皮佳信 :移設

イエシロアリ巣を利用したベイト剤の効力判定法

モニタリングステーションの調査によって,ベ

イト剤適用後のンロアリコロニーの活動低下を知

ることができるが,シロアリが摂食活動範囲を移

動させることが想定され,コロニー根絶の断定に

は疑問が残る｡もっとも信頼できるコロニー根絶

の確認法は,モニタリングステーションの調査と
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共に,シロアリ巣内に生存個体が存在していない

ことを確かめることである｡鹿児島県日置郡吹上

町の京都大学木質科学研究所シロアリ試験地付近

で掘 り起こしたイエシロアリの巣を試験地内に移

し,その周辺にモニタリングステーションを設

け,シロアリ活性を経時的に調査した｡移設した

場所にシロアリが走着後に標識再捕集法によって

摂食個体数を査定し,その後にベイト剤の適用を

開始した｡モニタリングステーションからシロア

リが発見されなくなった時点で,巣を掘り起こし

巣内のシロアリ生存個体の有無を調べたところ,

存在個体は発見されず,巣周辺部に多くの兵蟻頭

部の残骸が発見された｡巣移設法が,コロニー根

絶の確認法として有用であることが証左された｡

K.TsUNODA,H.MATSUOKA,T.YosHIMURAandM.

ToKORO:ForaglngPOPulatiOnsandterritories

ofReticulitermes speratus (Isoptera:Rhino･

termitidae),J･Econ.Enomol.,92(3),6041609(1999)

角田邦夫,松岡宏明,吉村 剛,所 雅彦 :ヤマ

トシロアリの摂食個体数と摂食行動範囲

京都大学宇治構内の3つのヤマトシロアリコロ

ニーについて,1994-1996年の期間に摂食個体数

と摂食行動範囲を標識再捕集法によって査定 し

た｡摂食個体数は 1コロニー当り,109,400から

466,400であった｡標識再捕集法適用の前提が成

立しないことが想定されるため,データの解釈に

は注意を要するが,これらの数値はヤマトシロア

リについて従来報告されたものよりも大きいもの

であった ｡移動最大距離は 10m,調査期間中の

1コロニー当りの摂食行動範囲は 6.0-56.6m2

であった｡

K.TsuNODA,M.INOUE,T.YosHIMURAandA.

ADACHI:Supercriticalduidapplicationtowood

preservation (1)Principleoftreatmentand

mechanical properties of treated wood,

Proceeding∫ of the Fourth Pacljic Rim BioIBa∫ed

Compo∫ite∫SLymPo∫ium,333-339(1998)

角田邦夫,井上雅文,吉村 剛,足立昭男 :木材

保存-の超臨界流体の応用 (1)処理原理と処理

木材の機械的性質

超臨界流体は気体と液体の中間的性質を有する

ため,木材や木質複合材料のような多孔質物質

に,ある処理条件下では機械的損傷をともなうこ

となく,殺菌剤や殺虫剤を導入することができる

と考えられる｡超臨界レベル以上の温度と圧力下

で超臨界流体に溶解させた有効成分を,処理槽内

の木材あるいは木質複合材料に導入後,温度と圧

力を降下させ乾燥状態の処理材料を回収すること

によって保存処理を行うことができる｡寸法 15

(良)×15(T)×120(L)mm の試験体をスギおよ

びアカマツ心辺材とカラマツ心材から採取し,超

臨界流体による処理性を検討した｡処理は,超臨

界流体として二酸化炭素,殺菌剤として3-ヨー

ドプロビニルブチルカーバメー トを用いて行っ

た｡処理後,15(R)×4(rr)×120(L)mmの曲げ

試験用試験体を採取し,曲げ試験に供した｡結果

は樹種によって異なり,透過性の良好なスギ辺材

では機械的損傷が認められなかったものの,処理

性が低いカラマツ心材は横方向の圧力傾斜を反映

する変形が生じ曲げ強度が低下した｡殺菌剤添加

の曲げ強度への影響はなかった｡

K.TsuNODA,T.YosHIMURA〕M.INOUEandA.

ADACHI:Supercriticalfluidapplicationtowood

preservation (2) Laboratory evaluation of

decayresistanceoftreatedwood,Proceedingsofthe

FourthPaclfcRim Bio-Ba∫edComposiie∫SLymPo∫ium,

340-344(1998)

角田邦夫,吉村 剛,井上雅文,足立昭男 :木材

保存への超臨界流体の応用 (2)処理木材の耐朽

悼

スギおよびアカマツ心辺材とカラマツ心材から

採取した 15(氏)×15(T)×120(L)mm の試験体

を,超臨界流体として二酸化炭素,殺菌剤として

3-ヨードプロビニルブチルカーバメート (IPBC)

を用いて注入処理に供した｡IPBC の添加量は3

レベル (0,高および低濃度)を設定し,各処理

毎に6本ずつの試験体を用いた｡処理試験体から

15(良)×9(T)×15(L)mm の腐朽用試験体を採

取 し,半分は耐候操作をせずに,残 りの半分を

JISA 9201-1991に準じた耐候操作後にカワラタ

ケあるいはオオウズラタケによる12週間の強制腐
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朽試験に供した｡したがって,各処理,各薗種,

耐候操作の有無毎の繰 り返 し数は9であった｡無

処理辺材の質量減少率は心材のそれよりも大であ

り,褐色腐朽菌であるオオウズラタケによる腐朽

が白色腐朽菌であるカワラタケよりも大であっ

た｡結果にばらつきがあったが,超臨界二酸化炭

素だけによる処理は,木材の耐朽性を向上させる

傾向があった｡IPBC の添加は木材の耐朽性を改

善するが,処理試験体間のバラツキが大きく,本

研究で採用 した処理条件下では処理の均一性を欠

くことが示唆された｡

吉村 剛 :ジャワ島のシロアリ調査,創立凶十年

誌,(粗日本しろあり対策協会,pp.155-157(1998)

1997年 1月にインドネシア,ジャワ島で行った

建築物および樹木に対するシロアリ被害調査の結

果を,特に日本産イエシロアリとの比較という立

場から概説 した｡

T.YosHIMURA,Y.TAKEMATSU,M.TAKAHASHJ,S.

YUsUF and P･ SUKARTANA: Coptotermes in

Indonesia,Proceedings0flheSecondlnlernalionalWood

ScienceSem inal-,B12(1998)

吉村 剛,竹松葉子,高橋旨象,スレイマン･ユ

スフ,パイミン･スカルタナ :インドネシアのイ

エシロアリ属

イエシロアリ属は世界的に見て最も木造建築物

に対する被害の激 しいグループの一つである｡イ

ンドネシアにおいては CoplolermejlCurl,ignaluSと C.

lraDian∫が害虫として記載されてはいるものの,

これまで詳 しい報告はなされていない｡このよう

な背景から,まずジャワ島西部地域において木造

建築物やゴムの木に被害を与えているイエシロア

リ属のシロアリについて調査を行った｡その結

莱, 調 査 した9個 の コ ロ ニーす べ て が C.

curvignalu∫ではなく,タイ,インドおよびマレー

シアに生息 し,建築物の害虫として知られている

C.ge∫ll･Oiである可能性が高いことが明らかになっ

た｡

T. YosHIMURA, Y. FUJll and Y. IMAMURA:

DetectionoftermiteattacksbyAEmonitoring

録

in urban environment,Proceeding∫of theXIII

InlernalionalCongre∫∫OfthelnlernationalUnionjTorthe

Stud_γOfSocialI.ヮ∫eCtJ,516(1998)

吉村 剛,藤井義久,今村祐嗣 :都市部における

AEモニタリングによるシロアリ食害の探知

シロアリ防除における現在の課題は,薬剤の使

用量を減らした新しい防除方法の確立である｡最

近,AEモニタリングを利用 した木造住宅でのシ

ロアリ食害の探知およびその結果を応用した少量

の薬剤による処理が成功 しつつある｡本稿では,

都市部における成功例を具体的な事例として取 り

上げ解説 した｡

吉村 剛 :住まいと木材の化学 :6.住まいの劣

化 とその対策,繊維製品消費科学,40(1),12-

17(1999)

住宅を劣化させる要因を,物理的要因,化学的

要因,生物的要因および機械的要因の4種類に分

類 し,それぞれの特徴について述べた｡これらの

要因の中で経済的に最も重要な劣化要因はシロア

リによる被害であると考えられる｡シロアリに関

する一般的記述を行った後,現在開発されつつあ

る新しい防除法について紹介した｡

吉村 剛 :白アリ退治の問題点,ウッディ工ン

ス,No.44,ll-13(1999)

現在のシロアリ防除における問題点は,消費者

から見た選択肢の少なさであると言う立場から,

最近研究 ･開発 されつつある新しい防除方法につ

き,総合防除という観点から紹介した｡さらに,

今後の研究課題についても,基礎的な部分も含め

て考察した｡

M.K.YALINKILIC,Y.IMAMURA,M.TAKAHASHI,H.

KALAYClOGLU,G.NEMRI,Z.DEMIRCland T.

OzEMIR:Biological,physicaland mechanical

propertiesofparticleboardmanufacturedfrom

wastetealeaves,Inl･Biodeterior.Biodegrad.,41,

75~84(1998)

ムスタファ･K･ヤリンキリッチ,今村祐嗣,高

橋 旨象,H ･カライチオグル,G･ネムリ,ザ

ファー ･デ ミルチ,T ･オズデミル :廃棄茶葉を
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原料 として製造 したパーティクルボー ドの生物

的,物理的および機械的性質

廃棄処分される抽出済みの茶葉にはフェノール

性の抽出成分が豊富に含まれており,それを原料

として製造したパーティクルボード (WTLB)は

高い生物劣化抵抗性を有することが期待される｡

オオウズラタケとカワラタケによって強制腐朽さ

せた場合のWTLBの質量減少率は,UF樹脂接着

剤へパラフィンを添加 した場合3.5-8.6%,パラ

フィン非添加の場合6.0-12.1%であ り,パラ

フィン添加の効果が認められた｡WTLB をイエ

シロアリに3週間強制摂食させた場合の質量減少

率は16%程度とかなり高かったものの,含有され

るフェノール性抽出成分の影響によって3週間以

降に死亡率はゆっくりと上昇 した｡WTLB の物

理的,機械的性質は英国規格 5669に規定された

一般的ボードとしての基準に合格していた｡

M.K.YALINKILIC,Y.IMAMURA,M.TAKAHASHIand

Z.DEMIRCI:Effectofboronadditiontoadhesive

and/orto surface coating on fire retardant

propertiesofparticleboard,WoodFiberSci･,30(4),

348-359(1998)

ムスタフア･K･ヤリンキリッチ,今村祐嗣,高

橋旨象,ザファー ･デミルチ :パーティクルボー

ドの難燃性能に対する接着剤あるいは塗料-のホ

ウ素添加の影響

廃棄茶葉を原料とするパーティクルボード製造

の際の接着剤であるUF樹脂に,ホウ酸,ホウ砂

を単独あるいは5:1の混合割合で添加 し,ボー

ドの難燃性能-の影響を検討 した｡また,同様に

ホウ素系化合物を添加 した トリメチルメラミン

(TMM)による表面処理の影響も調査 した｡UF

樹脂へホウ素化合物を添加することによって静的

曲げ強度や内部接着力が若干低下したものの,厚

さ膨潤率や吸水率には変化はなかった｡ホウ砂を

混合することによって,ホウ酸の酸性が緩和さ

れ,その結果ボードの強度低下が抑えられると考

下させた｡ホウ素化合物の添加の有無によらず,

ボードは13分間炎を当てた後でも発火することは

なかった｡TMM へのホウ素化合物の添加はボー

ドの難燃性能を向上させた｡ホウ素化合物の添加

による強度性能の低下を最小限にするために,難

燃処理としての表面コーティングを併用すること

が可能であろう｡

M.K.YALINKILIC,W.-Y.SU,Y.IMAMURA,M.

TAKAHASHI,Z.DEMIRCIand A.C.YALINKILIC:

Boroneffectondecayresistanceofsomefire-

retardantcoatingsappliedonplywoodsurface,

HoleRoh･Werk∫t.,56(5),347-353(1998)

ムス タフ7･K･ヤ リンキ リッチ, ウェン･

ユー ･ス一,今村祐嗣,高橋旨象,ザファー ･デ

ミルチ,ア-メット･C･ヤリンキリッチ :合板

の難燃処理塗装にホウ素を添加した場合の耐朽性

への影響

トリメチロールメラミンにホウ酸を添加し,ラ

ジア一夕パイン合板に 100g/m2の塗布量で処理

を行った｡リン酸およびジシアンジアミドを対照

薬剤 として用いた｡処理合板 は JISA 9201

(1992)に準拠した方法で耐候操作を行った後腐

朽試験に供した｡腐朽試験の結果,ホウ酸添加お

よびホウ酸+ジシアンジアミド添加の場合で,耐

候操作の有無によらず最も高い防腐性能が認めら

れた｡その他の場合では,耐候操作によって防腐

性能は著しく低下した｡腐朽試験後の試験体の表

面性能を観察した結果,腐朽試験結果と同様,上

述 した2種類の処理で健全な状態が保たれてい

た｡

M.K,YALINKILIC,R.ILHAN,Y.IMAMURA,M.

TAKAHSHl,Z.DEMIRCIandA.C.YALINKILIC:FT-

IRstudiesoftheeffectsofoutdoorexposureon

varnish-Coated wood pretreated with CCB:

CoatingoverCCB-treatedwood-I,Proceeding∫Qf

ikeFourthPacljkRimBio-Ba∫edCompo∫ite∫SLymPo∫ium,

345-357(1998)

ムスタフア･K･ヤリンキリッチ,リファット･

イルラン,今村祐嗣,高橋旨象,ザファー ･デミ

ルチ,ア-メット･C･ヤリンキリッチ :屋外暴

露したccB前処理ニス仕上げ材表面のFT-IRに

よる観察 :ccli処理材の塗装 (第一報)

ccB (クロムー鋼-ホウ素)系木材保存薬剤
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あるいは撹水剤によって処理されたオウシュウア

カマツおよびクリ板材 (10×100×150mm)にポ

リウレタン塗装あるいは合成アルキ ドベースのニ

ス塗装を施し,屋外暴露による表面の劣化をFT-

IR を用いて観察した｡屋外暴露は年間を通じて

湿潤な気候の トルコ北部黒海地域において,板目

面を地表面に対して45傾斜させて設置することに

より行った｡6カ月後の結果から,無処理材およ

び ccli処理材の両者において,合成アルキ ド

ベースのニス塗装がポリウレタン塗装よりも試験

材表面のリグニンの反応をよく抑えていることが

明らかになった｡

M.K.YALINKILIC,氏.ILHAN,Y.IMAMURA,M.

TAKAHASm,Z.DEMIRCland A,C.YALINKILIC:

WeatheringeffectsonsurfacequalityofCCB-

treated wood coated with clear varnishes:

CoatingoverCCB･treatedwood-II,Proceeding∫Qf

theFourthPacljicRimBioIBa∫edCompo∫ile∫SjmPo∫ium,

366-376(1998)

ムスタフ7･K ･ヤリンキリッチ,リファット･

イルラン,今村祐嗣,高橋旨象,ザファー ･デミ

ルチ,ア-メット･C･ヤリンキリッチ :透明ニ

ス塗装を施したCCB処理材の耐候性 :ccB処理

材の塗装 (節二報)

CCB (クロムー鋼-ホウ素)系木材保存薬剤

あるいは擬水剤によって処理されたオウシュウア

カマツおよびクリ板材 (10×100×150mm)にポ

リウレタン塗装あるいは合成アルキドベースのニ

ス塗装を施 し,3カ月および6カ月屋外暴露によ

る表面の劣化を色,明るさ,塗膜の接着性,吸水

性,質量および硬さの変化から検討した｡屋外暴

露は年間を通じて湿潤な気候の トルコ北部黒海地

域において,板目面を地表面に対して 450傾斜さ

せて設置することにより行った｡CCB処理透明

ニス塗装材および寝水処理透明ニス塗装材は高い

色安定性を示した｡塗膜と ccB処理材の間の接

着性には6カ月後に若干の低下が認められたもの

の,吸水性に関しては変化は観察されなかった｡

処理材表面は無処理表面の場合とは逆に屋外暴露

することによって硬くなった｡塗膜そのものはポ

リウレタンのほうが硬かったが,屋外暴露による

録

硬さの増加は合成アルキドベースでより著しかっ

た｡

M.K.YULINKIL【C,K.TsUNODA,W.DwIANTO,M.

INOUE,F.TANAKAandM.TAKAHASHI:Effectof

posthot-comp】ressionofboron-treatedwoodat

radialdirectioI10nboronleachabilityyProceedings

oflheSecondlnter｡dlionalWoodScienceSeminar,C69-79

(1998)

ムスタファ･K ･ヤリンキリッチ,角田邦夫,ワ

ヒュ一 ･ドイアント,井上雅文,田中文男,高橋

旨象 :ホウ素の溶脱性に及ぼす高温横圧縮後処理

の影響

ホウ酸処理木材からのホウ素の溶脱を抑制する

目的で高温横圧縮後処理を検討 した｡ホウ酸ある

いはフェニルホウ酸を予め注入したスギ辺材試験

体を用い,171, 180,200oC (蒸気有 り,無 しの

両者)で横圧縮処理を行った｡試験体を10回の湿

潤/乾燥サイクルに供 し,溶脱液中のホウ素量を

イオンクロマ トグラフを用いて測定した｡ホウ酸

およびフェニルホウ酸処理は横圧縮の固定性に影

響に与えることはなかった｡閉鎖系で高圧蒸気を

用いて圧縮を行った場合,試験体からのホウ素の

溶脱は著しく減少 し,a)三水酸化ホウ酸イオン

の生成,あるいはb)高圧蒸気に由来する水分子

によるホウ素酸化物のエステル化,という2つの

反応機構が推察された｡

M.K.YALINKILl(二,YJMAMURA,K.TsuNODAandM.

TAKAHASHI=Effectiveuseofboroncompounds

in preservation of wood and wood･based

composite malterials,Proceeding∫of lheSecond

InternationalWoodScienceSeminar,B14(1998)

ムスタファ･K ･ヤリンキリッチ,今村祐嗣,角

田邦夫,高橋旨象 :木質材料の保存処理へのホウ

素化合物の応用

ホウ素化合物は生物活性および難燃性能が高

く,環境に対する安全性やコストの低さからも非

常に有用な化合物である｡ しか.しながら,湿潤条

件下では処理木材から容易に溶脱してしまうこと

から,屋外での使用が制限されているのが実状で

ある｡本稿では.ホウ素化合物の易溶脱性を改善
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するための実用的な方法として,a)ホウ素と固

着化剤とによる水不溶性の錯体形成,b)他の化

学修飾との併用,C)ホウ酸の再結晶化 等を取

り上げ,それぞれについて現状と将来の可能性に

ついて概説 した｡

M.K.YALINKILIC,K.TsuNODA,M.TAKAHASHI,

E.D.GEZER, W ,DwIANTO and H.NEMOTO:

Enhancementofbiologicalandphysicalpro-

pertiesofwoodbyboricacid-vinylmonomer

combinationtreatment,Holdor∫chung,52,667-672

(1998)

ムスタフア･K ･ヤリンキリッチ,角田邦夫,高

橋旨象,E･D ･ゲザ一,ワヒュ一 ･ドイアント,

根本弘樹 :ホウ酸-ヴイニルモノマー処理による

木材の生物的 ･物理的性能の向上

スギ辺材片 (2×2×1cm)にホウ酸を注入し,

その後にヴイニルモノマーとしてスチレンあるい

はメチルメタクリレートを導入,触媒と架橋剤の

存在下,温度 90℃ で4時間重合させたところ,

処理木材からのホウ酸の溶脱,寸法安定性,耐

朽 ･耐蟻性,難燃性などが上昇した｡ヴイニルモ

ノマーによって,木材による吸湿が抑えられた結

果ホウ酸の溶脱が遅れて生じた｡室内強制腐朽試

験では,標準試験菌であるオオウズラタケとカワ

ラタケに対 して高い抵抗性を示した｡また,イエ

シロアリによる室内防蟻試験でも高い防蟻性が実

証された｡注入されたホウ酸によって,処理木材

の展炎性や発煙性も改良された｡

M.K.YAIJINKILIC,Y.IMAMURA,M.TAKAHASHIand

A･CIYALINKILIC:Znsitupolymerizationofvinyl

monomersduringcompressivedeformationof

boricacidtreatedwoodtodelayboronleaching,

ForeSlProd･J･,49(2),43151(1999)

ムスタフア ･K ･ヤリンキリッチ,今村祐嗣,高

橋旨象,ア-メット･C･ヤリンキリッチ :ホウ

酸処理木材の圧縮変形による注入ビニルモノマー

の重合とそれによるホウ素溶脱性の改良

1.00%ホウ酸処理スギ辺材試験体にスチレンお

よびメチルメタアクリレー トを用いて二次処理を

行い,60oC (α,α′-アゾビスーイソプチロニ トリ

ル)あるいは 90oC (過酸化ベンゾイル)で50%

から70%の変形率で圧縮処理を施すことによって

モノマーを重合させた｡重合後の試験体は厳しい

耐候操作後も優れた寸法安定性と水分排除性能を

有し,ホウ素の溶脱性に関しても,圧縮処理を行

わなかったものと比較 して著 しく改善された｡

sEM 観察の結果,バルキング効果によるホウ素

の細胞壁中への封じ込めが溶脱性の改善に重要で

あることが明らかになった｡

M.K.YALINKIuC,Y.IMAMURA,M.TAKAHASHI,Z.

DEMIRClandA･C･YALINKILIC:Biological,me-

chanicalandthermalpropertiesofcompressed

woodpolymercomposite(CWPC)pretreated

withboricacid,WoodFiberSci.,31(2),1511163

(1999)

ムスタフア ･K ･ヤリンキリッチ,今村祐嗣,高

橋旨象,ザファー ･デミルチ,ア-メット･C･

ヤリンキリッチ :ホウ酸前処理を行った圧縮ポリ

マー複合化木材 (cwpc)の生物的,機械的およ

び熱的性質

1.00%ホウ酸処理スギ辺材試験体にスチレンお

よびメチルメタアクリレー ト単独あるいは 1:1

の混合物による処理を行い,50%から70%の変形

率で圧縮処理を施すことによってモノマーを重合

させた (圧縮ポリマー複合化木材 (cwpc))｡対

照としてホウ酸前処理を行わなかった試験体を用

い,生物劣化抵抗性,機械的および熱的性質につ

いて検討した｡ホウ酸前処理を行うことによって

オオウズラタケとカワラタケに対する抵抗性は向

上した｡CWPC はホウ酸処理の有無によらず,

イエシロアリに対 して高い抵抗性を示し,さらに

ホウ酸が存在することによって供試シロアリの活

性が全体的に低下した｡cwpc の表面硬さは,

圧縮せずに同様の条件で調製した WPC よりも優

れており,MOE に関しても著しい向上が認めら

れた｡熱分析の結果,ホウ酸が熱放散を抑制する

ことが観察された｡

M.K.YAl｣INKILIC,W.DwIAN･rO,Y.IMAMURA,K.

TsuNODAandM･TAKAHASHl:Biologicalresis-

tance ofsteam･compressed wood pretreated
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withboriccompounds,Thelnl･ReS･GrouponWood

PreSerU･DocumentNo.IRG/WP99130190(1999)

ムスタフ7･K･ヤ リンキリッチ,ワヒュ一 ･

ドイアント,今村祐嗣,角田邦夫,高橋旨象 :ホ

ウ素化合物による前処理後に蒸気圧縮した木材の

生物劣化抵抗性

閉鎖系の高温蒸気下では,木材に導入したホウ

素化合物が化学反応を起こし,より安定な物にな

ることが想定されるため,ホウ素化合物で処理し

た木材を蒸気圧縮することによって,生物劣化抵

抗性が改善されるかを検討 した｡ホウ酸あるいは

フェニルホウ酸を注入 したスギ辺材片 (2×2×1

cm)を用いて,171,180,200oC下で半径方向に

50%圧縮した｡調製された試験体は,JISK 1571

(1998)による耐候操作後に室内強制腐朽試験と防

蟻試験に供した｡ホウ酸前処理材の場合,白色腐

朽菌のカワラタケには耐性があったものの,イエ

シロアリに対する高抵抗性が認められた高ホウ素

吸収量レベルであっても,褐色腐朽菌のオオウズ

ラタケには効果が低かった｡フェニルホウ酸前処

理材では,両腐朽菌,イエシロアリに対する高い

効果が認められた｡

熊谷 元,角田邦夫 :辺材変色菌 Graphium sp･

による輸入北米材の汚染とその防除,木材学会

誌,45,164-170(1999)

北米から日本に輸入された針葉樹材を製材工場

で防かび処理した後に辺材変色が生じた｡変色に

関与 している微生物を単離,同定 したところ,

CeratocJStl∫Sp.の無性世代である Graphiumsp.で

あった｡実験室条件下で分離菌による木材変色の

発生を確認し,各種防かび剤の分離菌に対する効

果を室内標準試験で調べたところ,仝供試薬剤が

有効であった｡一方,分離菌を十分に生育させた

木材片上に薬剤処理木片を設置する前培養法で

は,メチレンビスチオシアネートを配合した防か

び薬剤が高い効果を示し,製材工場で実用されて

いた防かび薬剤では辺材変色を抑止できなかっ

た｡野外試験でも同様の結果が得られた｡本研究

で考案した前培養法による結果は,現場での現象

および野外試験結果と相関性が高く,防かび剤の

スクリーニング法として有望であることが示唆さ

録

れた｡

H.MATSUOKA,K.TsuNODA,T.YosHIMURAand

M.TAKAHASHl:Elimination of colonies of

Coptotermes jbrmosamus Shiraki (Isoptera:

Rhinotermitid;Le)and Reticulitermes speratus

(Kolbe)(Isoptera:Rhinote- itidae)by bait

system,woodRes.No.85,84186(1998)

松岡宏明,角田邦夫,吉村 剛,高橋旨象 :ベイ

トシステムによるイエシロアリおよびヤマ トシロ

アリコロニーの根絶

イエシロアリ (鹿児島県吹上浜,京都大学シロ

アリ試験地)およびヤマ トシロアリ (京都府宇治

市,京都大学宇治キャンパス)の各 2コロニーを

用いて,標識再捕集法による採餌個体数および採

餌範囲の推定と,殺虫成分を含有したベイト剤を

設置することによるその根絶の可能性について検

討した｡採餌個体数約13万 2千と推定されたイエ

シロアリコロニーに,有効成分としてヒドラメチ

ルノンを含有するベイト剤を適用した結果,コロ

ニーは完全に根絶された｡一方,ヘキサフルムロ

ンを有効成分としたベイト剤を適用したコロニー

(推定採餌個体数約27万)では,一度低下 したと

考えられた活性が再び上昇した｡ヘキサフルムロ

ンを適用したヤマ トシロアリコロニー (推定採餌

個体数30万-50万)においては,一度完全に根絶

されたことが確認されたものの,その後採餌範囲

内で再び採餌個体が観察された｡この個体の出自

については不明である｡ヒドラメチルノン処理コ

ロニー (推定採餌個体数約11万)についても,一

度個体が観察されなくなったものの,その後再び

少数の個体が出現した｡以上の結果より,ベイト

システムによってコロニーの採餌活性を低下させ

ることが可能であることが確かめられた｡

S･YUsUF,M.K.YALLNKluC,Y.IMAMURA,S.

FUsHIKI,T･SArrOandY･KATSUZAWA:Biological

properties of glue-line treated plywoods,

Proceeding5 0f the Fourth Pacljic Rim Bio-Based

Compo∫ile∫争mpo･rium,1241132(1998)

スレイマン･ユスフ,ムスタフ7 ･K ･ヤリンキ

リッチ,今村祐嗣,伏木清行,斉藤隆信,勝揮善
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永 :接着層処理合板の生物劣化抵抗性

接着層に殺虫剤および殺菌剤を混入 したレッド

メランティ合板を調製 し,その生物劣化抵抗性を

室内試験と野外試験によって検討した｡殺虫剤と

してイミダクロプリドを 1,400kg/m3混入 した合

板は,イエシロアリに対 して高い抵抗性 を示 し

た｡殺菌剤として IFl1000あるいは IPBCを混入

した合板は,オオウズラタケ,カワラタケの両者

に対 して腐朽阻止効力を有していた｡

S.YUsUF,Y.SUDIYANl,H.KAJITA,Y.IMAMURAand

M･ TAKAHASHI: Weathering properties of

phenolic-resintreatedparticleboardsfromfast-

growingwoodsandagrowastes,Proceedingsofthe

SecondInternationalWoodScienceSeminar,C92-100

(1998)

スレイマ ン･ユスフ,ヤ二 ･スデイヤ二,梶田

輿,今村祐嗣,高橋旨象 :早生樹および農産廃棄

物を原料とするフェノール樹脂処理パーティクル

ボー ドの耐候性

フェノール樹＼脂処理パーティクルボードを室内

促進暴露および屋外暴露に供 し,その生物劣化抵

抗性と物理的性能の変化を検討 した｡処理ボー ド

の生物劣化抵抗性と物理的性能は樹脂量によって

影響を受け,IB,MORおよびMOEは樹脂量の

増加につれて向上 した｡室内促進暴露試験の結

莱,ボード内の樹脂固形分が耐朽性,耐蟻性に大

きく寄与していることが明らかになった｡屋外暴

露によって生物劣化抵抗性および物理的性能は

徐々に低下 したものの,高い性能を維持 してい

た｡

Y.SuD王YANI,Y.IMAMURAandM.TAKAHASHI:

Weatheringpropertiesofphenolic･resintreated

wood,Proceeding50f theSecondInternationalWood

ScienceSeminar,C101-111(1998)

ヤ二 ･スデイヤこ,今村祐嗣,高橋 旨象 :フェ

ノール樹脂処理木材の耐候性

アルビジアおよびスギ板材 (145×45×3mm)

に低分子量 (Mn:344)フェノールーホルムアルデ

ヒド (PF)樹脂を用いて処理を行った後,1年間

の屋外暴露あるいは1,080時間の室内耐候性試験

に供し,表面性能,色および耐朽性の変化を観察

した｡PF樹脂処理によって,色安定性やクラッ

クの形成,毛羽立ちなどの表面性能が改善され,

さらに,耐候操作後の褐色および白色腐朽菌に対

する抵抗性 も無処理材 と比較 して著 しく高かっ

た｡物理的性能および耐朽性に関して,スギの方

がアルビジアよりもpF樹脂処理による耐候性改

善効果が著しかった｡

Y.SUDIYANI,Y.IMAMURA,M.TAKAfIASHI,S.YUsUF

and H･KAJITA:Improvementofweathering

propertiesofparticleboardsbyadditionoflow

molecular weight phenolic resin to glue

adhesive,Proceeding∫oftheFourthPacljicRimBioI

Ba∫edCompo∫ite∫SLymPo∫ium,358-365(1998)

ヤ二 ･スデイヤ二,今村祐嗣,高橋旨象,スレイ

マン･ユスフ,梶田 畢 :接着剤への低分子フェ

ノール樹脂の添加によるパーティクルボードの耐

候性の改良

通常の高分子タイプの PF樹脂接着剤に低分子

量フェノール樹脂を添加 し,ラジア一夕パインフ

レークを用いて樹脂量 5,7%および10%のパー

ティクルボー ドを調製した｡このボー ドをインド

ネシア,セルボンにおいて6カ月間あるいは12カ

月間の屋外暴露に供 し,各種物性値 (MOR,

MOEおよび IB),抗蟻性および耐朽性の変化を

観察 した｡低分子量フェノール樹脂 を添加 しな

かった試験体では物性値の変化が著しく,12カ月

後に MOR および MOE の値が40%以上低下 し

た｡低分子量フェノール樹脂を添加 したもので

は,12カ月間の暴露操作後においても,2種の木

材腐朽菌による強制腐朽試験後の質量減少率は

10%以下と,耐朽性を保持 していた｡ しかしなが

ら,同様の条件において,試験体はイエシロアリ

による食害を阻止することはできなかった｡

S.Dot,M.TAKAHASHI,T.YosHIMURA,M.KUBOTA

andA･ADACHⅠ:AttractionofsteamedJapanese

larch (LarixlePtolePis(Sieb･etZucc･)Gord･)

heartwoodtothesubterraneantermiteCopto-

termesformosanusShiraki(Isoptera:Rhinopter-

mitidae),Holdor∫chung52,7-12(1998)
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土居修一,高橋旨象,吉村 剛,窪田 実,足立

昭男 :蒸煮処理カラマツ心材によるイエシロアリ

の誘引

選択試験および非選択試験によって,蒸煮処理

カラマツ心材のイエシロアリに対する誘引性を検

討 した｡蒸煮処理は 170oCで30分間から240分間

行った｡選択試験においては,無処理材が殆ど摂

食されなかったのに対 して,処理材は著しい質量

減少を示した｡熱水抽出を行うことによっってカ

ラマツ処理材はシロアリによる食害を受けなくな

り,一方この抽出物中の水可溶成分で処理 したス

ギ材は選択試験によって激 しく食害された｡これ

らの結果から,蒸煮処理による誘引活性のある物

質の生成,あるいは忌避物質の分解または改変が

示唆された｡

S.Dot,Y.KURIMOTO,W.OHMURA.M.AoYAMAand

T.YosHIMURA:Effectsofheattreatmentsof

woodonthefeedingbehavioroftwosubter･

raneantermites,HoliforJChung,53,2251229(1999)

土居修一一一,栗本康司,大村和香子,青山政和,吉

村 剛 :2種地下シロアリの摂食行動に及ぼす木

材熱処理の影響

日本産商業材に乾熱あるいは蒸煮処理を行い,

選択試験によってイエシロアリおよびヤマ トシロ

アリの摂食行動に与える影響について検討 した｡

いくつかの蒸煮処理木材は両種シロアリによって

著 しい食害を受け,この場合水可溶の摂食誘引物

質の生成が認められた.一方,乾熱処理について

はカラマツーヤマ トシロアリの組み合わせ以外で

は逆に無処理材よりも少ない食害度であった｡誘

引物質に対する2種シロアリの反応には異なると

ころが見られた｡

Y.FUJII,Y.YANASE,T.YosHIMURA,Y.TMAMURAS.

OKUMURAandM.KozAKl:Detectionofacoustic

emission(AE)generatedbytermiteattacksina

woodenhouse,Thelnt･Re∫･GrouponWoodPre∫erI)リ

Doc.No.IRG/WP99-20166(1999)

藤井義久,築蘭佳之,吉村 剛,今村祐嗣,奥村

正悟,甲崎峯男 :木造住宅におけるシロアリ被害

のアコーステ ィ ックエ ミッション (AE)による探

録

知

アコースティックエ ミッション (AE)モニタリ

ングは非破壊的なシロアリ探知法として以前から

検討されてきているが,実際の住宅に適用した例

はまだ少ない｡本稿では,AE センサーとニー ド

ルタイプのウエーブガイドを組み合わせて用い,

木造住宅の床や壁内部からの AEを測定すること

によってシロアリ探知を試みた｡PZT タイプの

AE センサーを用いた場合,床や壁内部からの

AE を探知することができ,さらに構造部材間の

隙間に 0.04mm厚の PVDFフイルムを挿入する

ことによって,部材 を越えた探知が可能になっ

た｡この結果をもとに,最近開発されたポータブ

ル AEディテクターによる木造住宅における総合

的シロアリ防除システムについて考察 した｡

Y.YANASE,Y.FUJll,S.OKUMURA,Y.IMAMURAand

T･YosHIMURA:】)electionofAEgeneratedby血e

feeding activity of termites using PVDF

(polyvinylident!auoride)film,Fore∫tProd･J･

48(7/8),43-46(1998)

築瀬佳之,藤井義久,奥村正悟,今村祐嗣,吉村

剛 :フッ素化ポリビニリデンフイルムによるシロ

アリの摂食活動に起因するアコースティックエ

ミッションの探知

40〃m 厚のフッ素化ポリビニリデン (PVDF)

フイルムを用いて,木材中でのシロアリの摂食活

動によって発生するアコースティックエ ミッショ

ン (AE)を検出した｡検出された AE は 10kHz

未満にいくつかのピークを有しており,これらは

試料の長軸方向の振動を特徴的に示 していた｡

PVDFフイルムの感度は積層することにより向上

し,実用的な可能性が示された｡

Y･YANASE,Y･FuJll,S･OKUMURA,Y.IMAMURAand

T.YosHIMURA:Detectionofacousticemission

(AE)generatedbytermiteattacksinawooden

house,ProceedinB∫OftheInternationalConjTerenceonlhe

Fjfeclive Utilizal,･:on of Planialion Timber,5301537

(1999)

築瀬佳之,藤井義久,奥村正悟,今村祐嗣,吉村

剛 :木造住宅におけるシロアリ被害のアコース
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ティックエ ミッション (AE)による探知

近年,レスケミカルあるいはケミカルフリーな

形でのシロアリ防除法が注 目を集めている｡ ア

コースティックエミッション (AE)モニタリング

は非破壊的なシロアリ探知法として検討されてき

ているが,実際の住宅に適用 した例はまだ少な

い｡本稿では,AE センサーとニードルタイプの

ウエーブガイドを組み合わせて用いることによ

り,木造住宅の床や壁内部からのAEを測定し,

それによるシロアリ探知を試みた｡pzT タイプ

の AEセンサーを用いた場合,床や壁内部からの

AE を探知することができ,さらに構造部材間の

隙間に0.04mm厚の PVDFフイルムを挿入する

ことによって,部材を越えた探知が可能になっ

た｡この結果をもとに,最近開発されたポータブ

ルAEディテクターによる木造住宅における総合

的シロアリ防除システムについて考察した｡

中田欣作,杉本英明,井上雅文,川井秀一 :硬化

積層材を利用 した木質構造接合部材の開発 (第2

鶴)強化 LVL を接合板に用いたドリフトピン接

合部の繊維方向荷重に対するせん断耐力,木材学

会誌,44(4),247-254(1998)

樹脂含浸処理したスギロータリー単板を,平行

積層 (pタイプ)および直交積層 (Cタイプ)

し,加熱圧縮して強化 LVL を製造した｡これを

接合板として用いた ドリフ トピン接合部につい

て,繊維方向荷重による引張型せん断耐力試験を

行い,以下の実験結果を得た｡1)pタイプ接合

部では,最大荷重を示した直後に強化 LVLが割

裂する脆性的な破壊形態を示 した｡これに対 し

て,Cタイプ接合部では,ピンのめり込みが継続

する粘 り強い破壊形態を示し,最終的には鋼板接

合部と同様に集成材が割裂破壊 した｡2)Cタイ

プ接合部のせん断耐力はPタイプ接合部より高

く,鋼板接合部 とほぼ同等であった｡3)強化

LVL接合部では,ピンのめり込みが集成材で発

生するとともに接合板内でも発生するため,すべ

り係数は鋼板接合部より低 くなった｡4)Cタイ

プ接合部の最大変形能は鋼板接合部より大幅に高

く,接合板と集成材の厚さを適切に設定した場合

には,最大変形能が増大するとともに耐力および

すべり係数も向上する｡

張 敏,川井秀一,中路 誠,仲井 慶 :河川

敷きに自生する葦本類植物を原料に用いたパー

ティクルボー ドの製造とその性質,木材学会誌,

44(4),255-261(1998)

淀川流域の河川敷きに自生する革本類植物の種

類,発生量を調べ,イネ科チガヤおよびキク科セ

イタカアワダチソウを主体とする原料を選び,

パーティクルボードを試作した｡材質に及ぼす接

着剤の種類,草種およびパーティクル寸法の影響

や,ユリア (UF)とエマルジョン型イソシアネー

ト (E-MDI)樹脂の混合系接着剤の効果について

検討した｡ユリアメラミン (UMF)またはUF樹

脂接着剤のみを用いたボードは,接着強度が極め

て低く,硬化阻害が認められた｡これを改善する

ために,UFに E-MDIを混入した混合系接着剤

を用いた｡添加率は総量で10%とし,UF と E-

MDIの混合比は 10/0,9/1,8/2および6/4の4

水準とした｡E-MDIの混入割合を2-4割とす

ることで,ボードの力学的性能ならびに寸法安定

性は大きく改善された｡また,ボードの寸法安定

性に及ぼすパーティクル形状 ･形態の影響も認め

られた｡一方,ポリメリック型イソシアネー ト

(p-MDI)樹脂接着剤のみで結合 したチガヤボー

ドは,木本類原料のボードに比べて,耐水性がや

や乏しいが,曲げ性能は同等の値を示した｡

馬 霊飛,黒木康雄,永富 鯛,川井秀一,佐々

木光 :竹質セメントボー ドの製造 (第3報)炭酸

塩類添加の効果 (蒸気噴射プレスの場合),木材

学会誌,44(4),262-272(1998)

孟宗竹 (prtyllo∫tacriy∫heterocJClaMitf.vcr.pube∫cen∫

ohwi)を実験材料とし,蒸気噴射法を用いて炭

酸塩類 (NaHCO3,Na2CO3)またはそれ らと

MgC12 を組み合わせ添加 した竹質セメントボー

ドを製造し,その材質と水和の程度を調べた｡結

果は以下の通 りである｡1)炭酸塩類の添加はセ

メントの初期凝結を促進し,迅速成形に有効であ

る｡2)炭酸塩類とMgC12の組み合わせ添加は水

中養生中のボードのセメント水和反応を促進し,

炭酸塩類10%とMgC125%の組み合わせ添加のも
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とでは,ボー ドの曲げ強度は 100kgf/cm12を超え

た｡3)セメント/竹比2.6のボードの強度は,2.2

のボー ドのそれより高かった｡4)ボードの強度

とxRDによるセメントクリンカーのピーク強さ

または C3S の ピーク強 さ,TG-DTA による

200℃ または 900℃ までの減量および Ca(OH)2

の推定生成量との間には高い相関が認められた｡

このことはこれらを用いて炭酸塩類添加による竹

質セメントボードの力学的性質を評価 し得ること

を示唆するものと考えられる｡

馬 霊飛,黒木康雄,永富 鯛,オーランド R.

プリド,川井秀一,佐々木光 :竹質セメン トボー

ドの製造 (第4朝)珪酸ナ トリウム添加の効果

(蒸気噴射プレスの場合),木材学会誌,44(4),

273-281(1998)

孟宗竹 (phJVllo∫lacrty∫helerocJClaMitr･ver･pubeJtlen∫

ohwi)を実験材料とし,蒸気噴射法を適用 して

竹質セメント板を製造する際に,水/セメント比,

セメント/竹比がボー ド材質に及ぼす影響を検討

し,また水和促進剤 Na･2SiO3および MgC12の添

加率がボードの材質と水和度に及ぼす影響を調べ

た ｡結果は以下の通 りである｡1)水中養生を行

えば,水/セメント比 0.4-0.7の範囲では,この

比を変えてもボー ドの材質はほとんど影響 しな

い｡2)セメント/竹比を変化させるとボー ドの材

質が変化 した｡本実験の水/セメント比0.6の場合

には,セメント/竹比2.6が曲げ強度に関する適正

比と考えられる｡3)添加率15%までの範囲では,

Na2Si03の増加に伴ってセメントの水和反応が進

行 し,ボー ドの材質が向上する｡Na･2Si03と

MgC1,2を組み合わせ添加した場合,Na･2SiO3単独

の場合よりも水中養生中のセメントの水和反応が

促進され,ボー ドの強度は高 くなった｡4)ボー

ドの力学的性能の発現はセメントの水和度に直接

依存する｡

M.ZHANG,E.WoNG,S.KAWAIal-dJ･KwoN:

Manufacutre and propertiesofhigh-perfor-

manceorientedstrandboardcompositeusing

thinstrands,J･WoodScience,44(3),1911197(1998)

張 敏,ウォン･イー ･デイン,川井秀一,ジ

録

ン-へオン･クワン:極薄いス トランドを用いた

高性能 osB の製造と性質

極薄いヒノヰス トランドを表層に配 した3層

OSB を製造 し7二二｡接着剤にはエマルジョンタイ

プのイソシアネー ト樹脂を用いた｡ス トランドと

平行方向の MOR や MOEおよび木ネジ保持力

は,フェイス/コア比の増加に伴って向上 した｡

ボー ドの厚 さ膨潤はフェイス/コア比の増加に

伴って減少した.｡一方,ス トランドと垂直方向の

MOR や MOE..はく離強度などは表層の影響を

ほとんど受けなかった｡

K.UMEMURA,A.TAKAHASHIand S.KAWAl:

Durability ofisocyanate resin adhesive for

woodI･Therm;llpropertiesofisocyanateresin

curedwithwatter,JIWoodScience,44(3),204-210

(1998)

梅村研二,高橋昭博,川井秀一 :木材用イソシア

ネート系樹脂接着剤の耐久性 Ⅰ;水で硬化 したイ

ソシアネート系樹脂の熱的性質

水で硬化したイソシアネート系樹脂の熱的性質

を動的粘弾性や FT-IR を用いて検討 した｡昇温

下での力学的変化にともなう化学構造の変化を明

らかにした｡硬化イソシアネー ト樹脂の熱的安定

性は,フェノール樹脂と比べると劣ることが認め

られた｡熱処理によるイソシアネート樹脂の熱的

安定性の向上は,ほとんど認められなかった｡ま

た,力学的性質に及ぼす昇温速度の影響を検討

し,熱分解時の活性化エネルギーを算出した｡

G.HAN,C.ZHArJG,D.ZHANG,K.UMEMURAandS.

KAWAI:Upgrading of urea formaldehyde-

bondedreedandwheatstraw particleboards

usingsilanecouplingagents,JIWoodScience,

44(4),282-286(1998)

韓贋 洋,張 長武,張 冬梅,梅村研二,川井

秀一 :葦および小麦茎を用いたユ リア樹脂接着

パーティクルボ･-ドのシランカップリング剤によ

る性能改善

ユリア樹脂を三安着剤とした葦および小麦茎パー

ティクルボー ドを製造 し,ボー ド性能に及ぼす

パーティクルサ イズやボー ド密度の影響を検討 し
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た｡その結果,粗いパーティクルを用いたパー

ティクルボー ドの方が細かいものを用いたものよ

りも良好な性能を示 した｡ボー ド密度の増加に

伴って,ボー ド性能は向上 したが,全体に低い催

しか得られなかった｡そこで,パーティクルと樹

脂 との接着性を向上させるために,3種類のシラ

ンカップリング剤を添加した｡その結果,エポキ

シシランは葦パーティクルボー ドに,アミノシラ

ンは小麦茎パーティクルボー ドの性能を著 しく改

善 した｡

E.W oNG,M.ZHANG,Q･W ANG andS･KAWAI:

Effectsofmatmoisturecontentand press

closing speed on theformation ofdensity

profileandpropertiesofparticleboard,J･Wood

Science,44(4),287-295(1998)

ウォン･イー ･デイン,張 敏,王 潜,川

井秀一 :パーティクルボー ドの厚さ方向密度分布

の形成とその材質に及ぼすマット含水率と圧締速

度の影響

マット含水率や庄締速度を変えてラワンパー

ティクルボー ドを製造 した｡厚さ方向の密度分布

に及ぼすこれらの影響を統計的に解析 した｡ここ

では,密度分布に関する定義を新たに導入 し,各

因子間の相関を明確にした｡

T, KAWASAKI,M. ZHANG and S. KAWAI:

Manufacture and properties of ultra-low-

densityfiberboard,J･WoodScience,44(5),354-360

(1998)

河崎珠美,張敏,川井秀一 :低密度ファイバー

ボー ドの製造とその性質

密度 0.05-0.5g/cm3のファイバーボー ドを蒸

気噴射プレスを用いて製造 した｡その際,接着

用,発泡用 2種類のイソシアネート樹脂を接着剤

とし,また2種類のファイバーを用いた｡得られ

たボー ド性能を知るために,力学性能,寸法安定

性,熱的性質,遮音特性などを検討 した｡その結

莱,1)接着用樹脂の方が発泡用樹脂よりも優れ

た力学性能 と寸法安定性 を示 した｡2)ファイ

バーの形状が小さい方が優れた力学性能と寸法安

定性 を示 した｡3)熱伝導率は,樹脂の種類や
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ファイバーの形状よりもボード密度に依存 した｡

4)吸音率は,高周波音ほど増加 した｡ また,

ボードの厚さが増加するにつれて低周波音を吸収

しやすくなった｡

梅村研二,川井秀一,佐々木光 :パーティクル

ボー ドの材質に及ぼす各種イソシアネー ト･ポリ

ウレタン接着剤の影響,木材学会誌,44(6),

417-424 (1998)

各種イソシアネート･ポリウレタン接着剤を用

いて,パーティクルボー ドの材質に及ぼす接着剤

組成や塗布量の影響について検討 した｡その結

果,ボー ドの力学的性能は,イソシアネー トの構

造に大きく影響されることが明らかになった｡寸

法安定性については,イソシアネー トの構造やイ

ソシアネート(NCO)含量に加えて,ポリオール

の構造にも影響されることが示唆された｡接着剤

塗布量を8%とした場合,十分なボー ド性能を得

るためには,接着剤中の NCO含量が少なくとも

10%以上必要であることが認められた｡仝乾パー

ティクル重量に対するNCO含量を基準に接着剤

塗布量を検討 した結果,NCO含量が増加するに

つれて,ボー ド性能 も向上 した｡ また,同 じ

NCO含量においては,イソシアネー トのみの接

着剤よりもイソシアネー トにポリオールを導入 し

たj妾着剤を用いた方が良好なボー ド性能を示 し

た｡

馬 霊飛,オーランドR.プリド,山内秀文,川

井秀一,佐々木光 :竹質セメン トボー ドの製造

(第ら報)珪酸ナ トリウム漆加の効果 (ホットプ

レスの 場合),木材 学 会誌,44(6),425-432

(1998)

孟宗竹 (prtvlloStaCrty∫heterocJClaMitf.vcr.pube∫cen∫
ohwi)を原料 とし,ホットプレスを用いて,竹

質セメント板 を製造 した｡Na2Si03の添加率,

ホットプレス温度およびプレス時間がボードの材

質に及ぼす影響を調べ,粉末X線回折 (XRD)刺

定,走査型電子顕微鏡 (SEM)観察および示差熱

一熱重量分析 (TG-DTA)によってセメントの水

和度とこれらの関係を論 じた｡結果は以下の通 り

である｡1)蒸気噴射プレスの場合と同様,ホッ
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トプレスを用いる場合でも Na2SiOE3の添加は竹

質セメントボードの迅速成形に効果的であった｡

添加率の増加に伴ってセメントの水和反応が進行

し,ボー ドの材質が向上 した｡2)ホットプレス

温度はセメントの水和反応に影響を与えた｡本実

験の範囲 (45-110oC)では,高い温度の場合の材

質は低い温度のそれに比べて優れていた｡3)

ホットプレス時間の増加に伴いボー ドの材質が改

善され,特に,寸法安定性が向上した｡

馬 霊飛,川井秀一,佐々木光 :竹質セメン ト

ボー ドの製造 (第6朝)熟圧成形ボー ドの性質に

及ぼすシリカフユームの漆加と加熱養生の効果,

木材学会誌,45(1),25-33(1999)

孟宗竹 (pltylloslaclty∫helerocJClaMitf.vcr.pube∫ce'Lf

Ohwi) を原料 と し,Na2SiO3お よび シ リカ

フェームを添加し,ホットプレス法による熱圧と

加熱養生を組み合わせて,竹質セメントボー ドを

製造 した｡シリカフユームの添加率,加熱養生温

度および時間,ホットプレス時間がボードの材質

に及ぼす影響を調べ,さらに,XRD,SEM およ

び TG-DTA を用いてこれら製造条件とセメント

の水和度との関係を論じた｡結果は以下の通 りで

ある｡1)加熱養生はボー ドの強度の向上に効果

的であり,特にシリカフェームを添加 した場合に

著 しく有効であることが明らかになった｡2)加

熱養生を行った場合,シリカフェームの最適添加

率は5%であった ｡適量のシリカフェームの添加

によりセメントの硬化物の組織は級密化され,セ

メントの硬化物と竹材との間も実密化されている

ものと考えられる｡3)加熱養生温度 100℃ の場

合のボードの材質は60℃ や80℃ の場合のそれよ

り著 しく向上 した｡4)ホットプレス時間の増加

に伴いボー ドの強度は向上 した｡ボー ドの最終的

な強度は熱庄成形直後のボード内の結合力の大小

およびセメントの水和度に依存するものと考えら

れる｡本実験的の範囲では,Na2SiO315%,シリ

カフユーム5%,ホットプレス温度 110℃ および

プレス時間11分,加熱養生温度 100℃ 24時間が最

適製造条件と判断できる｡

録

山内秀文,三浦 泉,波多敏弘,田村靖夫,川井

秀一,佐々木光 :スパイラルワインディング法に

よる円筒形 LVLの製造 (第2朝)円筒形 LVL

製造ための速硬化型樹脂接着剤の検討,木材学会

誌,45(2),149-156(1999)

スパイラルワインディング法を用いた円筒型

LVLの製造法 として,加熱や長時間庄蹄の必要

がないハネムーンタイプの速硬化型接着剤を使用

する方法を考え,その接着剤の選択に際して若干

の検討を行った｡接着剤として,1)強酸性硬化

剤を用いたユリア樹脂 (UF)にイソシアネート樹

脂 を添加 したもの (UF タイプ),2) レゾルシ

ノール ･メ タ ア ミノフェ ノール共縮 合樹 脂

(RMF)に一般のレゾルシノール ･フェノール其

縮合樹脂を添加 したもの (RFタイプ),の 2種類

を用い接着強度の発現性,耐久性等を検討 した｡

接着強度は引張せん断試験により求めた｡結果は

以下の通 りである｡I)速硬化樹脂 UF および

RMF が50%以下では,短時間 (庄締後20分以

内)での接着力の発現が遅れる｡ しかし,庄締後

30分を経過すれば速硬化樹脂100%と同等以上の

強度を示すようになる｡UF タイプは圧縮後100

分で接着強度がほぼ平衡に達するが,RF タイプ

は,庄締後24時間でも接着強度がまだ平衡に達し

なかった｡2)UF タイプで,イソシアネー ト樹

脂の添加は耐久性向上にほとんど寄与 しなかっ

た｡3)RF タイプでは,通常のレゾルシノール

樹脂を添加することで性能の向上がみられた｡特

に添加樹脂/速硬化樹脂が2/1のものは,全ての

接着耐久性試験で構造用として十分な性能を示し

た｡4)混合比 2/1の RF タイプで,庄締圧力,

圧締時間は測定 した範囲において最終の接着強

痩,木破率に影響 しなかった｡

L MA,0.氏.PuLIDO,H.SASAKI,Y.KUROKI,W.

NAGADOMIand S.KAWAI:New Methodsof

ProductionandTreatmentofBamboo_Cement

Composites,Proc･6thInorganicBondedWood&

Fiber Composite Materials Conr.,p.315-322,

27-30SeptembeI,Idaho,U.S.A.(1998)

馬 霊飛,オーランド･プリド一,佐々木光,黒

木康雄,永富 難 :竹 ･セメント複合材料の新 し
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い製造法

セメントペース トを用いて水和温度を測定 し,

各種の抽出処理や添加剤の影響を検討 した｡さら

に,蒸気プレス,ホットプレス,コール ドプレス

法 を用いて,竹セメン トボー ドを製造 し,TG

DTA,X線回折,sEM 等を用いて水和状態を評

価するとともに,ボー ドの材質を測定 した｡その

結果,ボード製造の最適条件は,ケイ酸ナ トリウ

ム15%, シリカフェームの添加 5%,110℃ の

ホットプレス11分間,24時間 100℃ での養生であ

ることを明らかにした｡

H. SASAKI,H. YAMAUCHI and S. KAWAI:

Developmentofconversion techmologleSOf

low一gradewood resourcesinto higher一grade

laminatedveneerproducts,Fore∫lrJ Towardsike

215tCentury (Proc･ortheWorkshopforthe40th

AnniversaryorChineseAcademyorForstry),p･

5251529,27,October,Beijing,China(1998)

佐々木光,山内秀文,川井秀一 :低質木質資源の

高性能 LVLへの変換技術の開発

早生樹植林木を有効に利用するための一連の技

術開発を概説 した｡それらは,1)小径木の単板

化のための外周駆動 レースの開発,2)tJVL熱庄

成形のための高周波併用キャタピラ型連続プレス

およびスチールベル ト型連続プレスの開発,3)

熱帯早生樹,国産スギを用いた LVL化とその材

質,4)ヘリカルワイデイング法による中空円筒

LVLの製造技術および5)中空円筒 LVLの建築

-の応用技術である｡

S.KAWAl,K.UMEMURA,H.SASAKIand K.

MATSUO:Effectsoftheformulationofisocy-

anateresinsonthepropertiesofparticleboard,

Proc.4th Pacific Rim Bio Based Composites

Symposium,p.65~70, 2-5 November, Bogor,

Indonesia(1998)

川井秀一,梅村研二,佐々木光,松尾牟晶 :パー

ティクルボードの性能に及ぼす各種イソシアネー

ト樹脂の影響

パーティクルボー ドの性能に及ぼすイソシア

ネート含量や塗布量の影響を検討した｡種々のイ

ソシアネ- トやポリオールを用いて樹脂を調製

し,密度o･4および o･6g/cm3 のボー ドを製造 し

た｡ボー ドの性能は,曲げ試験,はく離試験,厚

さ膨潤試験,吸水試験などで評価 し,接着剤の化

学構造や塗布量よる相違を明らかにした｡ L

K.UMEMURA,A.TAKAHASIiland S.KAWAI:

The- al properties of isocyanate resin

adhesivesforwood,Proc.4thPacificRim Bio

Based Composites Symposium,p.71-79,2-5

November,Bogor,Indonesia(1998)

梅村研二,高橋昭博,川井秀一 :木材接着用イソ

シアネー ト樹脂の熱的性質

エマルジョン型イソシアネー ト樹脂を水で硬化

させ,その熱的性質を動的粘弾性やFT-IRを用い

て検討 した｡その結果,6oC/minの昇温速度で加

熱すると,220℃ 付近で分子のセグメント運動や

再配列が生じることが明らかになった｡更に温度

が高くなると,分解反応を生じることが認められ

た｡また,動的粘弾性測定の結果から,300℃ 以

上での分解反応の活性化エネルギーを算出した｡

さらに,樹脂の力学的性質に及ぼすセルロースパ

ウダーの影響についても検討した｡

E.WoNG,M.ZHANG,Q.WANGandS･KAWAI:

Densityprofile-Itsformationandeffectson

the propertiesofparticleboard-,Proc･4th

PacificRimBioBasedCompositesSymposium,p･

173-180,2~5November,Bogor,Indonesia(1998)

ウォン･イー ･デイン,張 敏,川井秀一 :杏

度プロフィールーその形成とパーティクルボード

の材質に及ぼす影響-

パーティクルボードの密度プロフィールの形成

と力学的性能に及ぼす因子を解析 した｡ピーク密

皮 (pD)の形成はマット含水率の影響が大きく,

表層からのピーク出現距離 (Pdi)はクロジングス

ピードに影響される｡有限要素法による弾性応力

解析によると,MOEは PDの増加によって比例

して増加するのに対 し,Pdiの増加に反比例す

る｡ これ らのデータをもとに,最適密度 プロ

フィールモデルを検討 した｡
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T.KAWASAKI,M.ZHANGandS.KAWAI:Low-

density 丘berboard and veneer overlaid

fiberboard,Proc.4th Pacific Rim Bio Based

CompositesSymposium,p･195~202,2-5Novem-

ber,Bogor,Indonesia(1998)

河崎珠美,張 敏,川井秀一 :低密度 ファイ

バーボー ドおよび単板 オーバー レイファイバー

ボー ド

軟材 ファイバーを用いて,密度 0.05-0.5g/

cm3の低密度 ファイバーボー ドを製造 した｡ ま

た,このファイバーボー ドの表層に単板を配 した

密度 0.3-0.5g/cm3のサ ンドイッチパネルを作

成 した｡これらのボー ドは,イソシアネー トを接

着剤 とし,蒸気噴射プ レスを用いて造 られた｡

ボー ドの力学的性質,寸法安定性,断熱性が検討

された｡その結果,表層に単板を配することによ

り力学的性質が顕著に改善された｡また,この低

密度ファイバーボー ドやサ ンドイッチパネルは良

好な寸法安定性を示すとともに,優れた断熱性を

有することが明らかになった｡

H. KAJITA,T. KAWASAKI and S. KAWAI.:

Propertiesoflow-densityparticleboardsfrom

kenafcore,Proc.4th PacificRim Bio Based

CompositesSymposium,p･479,215 Novembcr,

Bogor,Indonesia(1998)

梶田 輿,河崎珠美,川井秀一 :ケナフ茎芯材を

用いた低密度パーティクルボー ドの材質

ケナフ茎芯材 を原料にして,密度 0.1-0.4g/

cm3のパーティクルボー ドを製造 した｡接着剤に

はイソシアネー ト樹脂を5-15%添加 し,ホット

プレスおよび蒸気噴射プレスを用いて熱庄成形 し

た｡その結果,低密度にもかかわらず,力学的性

質の優れたボー ドの製造が可能であることを明ら

かにした｡蒸気プレス法により厚さ膨張率が抑制

された｡また,ボー ドの熱伝導率は小さく,優れ

た断熱性能をもつことが判明 した｡

K UMEMURAandS･KAWAI:Optimumformation

of isocyanate adhesives for wood)Second

InternationalWood ScienceSeminar,B23,6-7

November,Serpong,Indonesia(1998)

録

梅村研二,川井秀一 :木材接着用イソシアネー ト

樹脂の最適調合

木材接着用イソシアネー ト樹脂には,主にポリ

メリック MD]が用いられてきた｡ しか し,一般

にイソシアネ一一ト樹脂はポリオールと反応 させて

ポ リウレタンとして様々な分野で使用 されてい

る｡そこで,エマルジョンタイプ MDIにポ リ

エーテルポリオールを NCO/OH比25の割合で添

加 し,更に水を加え最終的に NCO/OH 比0.5と

した樹脂の硬化物物性や接着性 を検討 した｡その

結果,水だけを加えた樹脂よりも,優れた熱的性

質や接着強度を示 した｡

E.WoNG,M.ZHANG,P.YANGandS.KAWAI:The

formation and effectsofdensity pro丘1e in

particlehoard and fiberboard-A briefcom-

parison-,Se(二Ond InternationalWood Science

Seminar,B25,(卜7November,Serpong,Indonesia

(1998)

ウォン ･イー ･デイン,張 敏,楊 揮,川

井秀一 :パーティクルボー ドおよびファイバー

ボー ドの密度プロファイルの形成 と材質への影響

一概略的な比較-

パーティクルボー ドおよびフ ァイバーボー ドの

密度プロファイルの形成 と材質への影響を調べ,

両者を比較を通 して特徴 を明らかにした｡

T.KAWASAKl,M.ZHANGandS.KAWAI:Thermal

insulationpropertiesoflowdensityfiberboard

and veneerl0VCrlaidfiberboard,Second Inter-

national Wood Science Seminar, B26, 617

November,Serpong,Indonesia(1998)

河崎珠美,張 敏,川井秀一 :低密度ファイ

バーボー ドお よび単板 オーバー レイファイバー

ボー ドの断熱特性

密度 0.05-0.4g/cm3の低密度ファイバーボー

ドおよび単板オーバーレイファイバーボー ドを製

造 し,その熱伝導率を求めて,木質パネルの既往

の成果 と比較検討 した｡

S.KAWAI,B.SUlilYANTO,L.MA,D.HERMAWAN,I.

M.SULASTININGSIH,T.HATA and H.SASAKI:
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Cementbondedparticleboardfrom mom-Wood

lignocellulosicmaterials,Second International

Wood Science Seminar, B28,6-7 November,

Serpong,Indonesia(1998)

川井秀一,パンパン･スビヤント,馬 霊飛,デ

デ ･ヘルマワン,スラスティングシー,畑 俊

充,佐々木光 :非木材リグノセルロース材料を用

いたセメントボード

竹あるいはオイルパームフロンドとセメントの

混合ペーストの水和反応を調べ,非木材リグノセ

ルロース材料のセメント硬化阻害性を調べると共

に,無機添加剤による改善効果を明らかにした｡

D.HERMAWAN,T.HATA,K,UMEMURA,S.KAWAI,

S.KANEKO,W.NAGADOMl,Y.KUROKIandK.

TsuNODA:New technologyformanufacturing

high･strength wood cement composites by

usingsupercritical且uidofcarbondioxide)
SecondInternationalWoodScienceSeminar,B29,

6-7November,Serpong,Indonesia(1998)

デデ ･ヘルマワン,畑 俊充,梅村研二,川井秀

一,金子真一,永富 排,黒木康雄,角田邦夫 :

二酸化炭素の超臨界流体を利用した高強度木質セ

メントボードの製造技術

木質セメントボー ドの製造において,通常の

コール ドプレス後に二酸化炭素の超臨界流体で

ボードを処理した｡処理条件は 50℃,60kgf/cm2

で1.5時間とした｡その結果,MOR や MOE は

それぞれ23Mpaおよび5.3GPaの値を示し,コ

ントロールに比べてほぼ2倍の値を示した｡

F.ANITA,E.SusETYOWATI,B,SuBIYAN1,0,T.HATA,

S.IsHIHARAandS.KAWAl:Productionandfire

resistantperformanceofcementbondedparti-

Cleboard and other wood based materials,

SecondlnternationalWoodScienceSeminar,B31,

6-7November,Serpong,Indonesia(1998)

アニータ･フィルマンティ,スセ トヨワッティ,

パンパン･スビヤント,畑 俊充,石原茂久,川

井秀一 :セメントパーティクルボードおよび木質

パネルの製造と耐火性能

密度や厚さの異なる市販および実験室で製造し

たパーティクルボー ド,MDFおよびセメント

ボードを対象に,それらの基礎材質を調べ,さら

に,簡易な試験装置によって耐火性能を調べた｡

その結果,同一種類のボードでは表面密度 (厚さ

×密度)に比例 して耐火性能が向上するが,パネ

ルの種類が異なるものを比較する場合には,表面

密度のなかの厚さの影響がおおきいように思われ

る｡

SUBYAKTO,T.HATA,Ⅰ.IDE,S,KAWAIandY.

IMAMURA:Possibleusesofcarbonmaterialsto

improve the 丘re retardamcy ofwood com-

posites,Second International Wood Science
Seminar,B42,6-7November,Serpong,Indonesia

(1998)

スブヤクト,畑 俊充,井出 勇,川井秀一,今

村祐嗣 :木質材料の耐火性能改善のための炭素材

料の応用

木材を炭化焼成した炭素材料の熱伝導異方性が

大きくなることを明らかにした｡さらに,LVL

の金属接合 (メタルプレートコネクター)部分に

炭素シー トをオーバーレイしたものについて,火

炎下のクリープ性能が大きく向上し,優れた耐火

性能を示すことを明らかにした｡

Ⅰ.M.SULATININGSIH,L MA,M.Z.AMINandS.

KAWAI:Predictingthecompatibilityofsome

lndonesianbambooswithcementbyhydration

test,SecondlnternationalWoodScienceSeminar,

C198,6-7November,Serpong,Indonesia(1998)

スラスティングシー,馬 霊飛,ザカリア ･アミ

ン,川井秀一 :インドネシア産竹のセメント-の

適合性の評価

4種類のインドネシア産竹を用いて,水和反応

試験によるセメント適合性を調べた｡その結果,

竹の種類によって適合性が異なり,場合によって

は塩化マグネシウムや塩化カルシウムなどの硬化

促進剤が2.5-5%必要であることが明 らかに

なった｡

K.OHNISHI,Y.OKUDAIRA,Y.SAWADA andS.

KAWAI‥Improvement on the dimensional
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StabilityofMDFmadefrom oilpalm fibersby

pla2:matreatment,UtilizationorOilPalmTree,p･

6卜66,(1996)

大西兼司,奥平有三,沢田康司,川井秀一 :プラ

ズマ処理によるオイルパームファイバー Ml)Fの

寸法安定性の改善

オイルパームファイバーにプラズマ処理を行

い,表面を活性化することによって製造された

MDFの寸法安定性が改善された｡

S.KAWAl,K.OHNISHl,R.SUGAWARA,Y.OKUDAIRA

andM･ZHANG:Newprocessingtechnologyfor

aligmlmg lignocellulosic fbers,Intern'lCon-

ference on EfTTective Utilization of Plantation

Timber,p.log-114,21123,May,Chi-Tou,Taiwan

(1999)

川井秀一,大西兼司,菅原 亮,奥平有三,張

敬,川井秀一 :リグノセルロースファイバーを配

向させるための新 しい加工技術

ケナフ勤皮繊維やオイルパーム EFB/フロンド

繊維等の長繊維を機械的に配向させる装置を開発

した｡この装置の性能を調べ,20mm 以上の平

均長さがあれば十分高い配向効果が得られること

を,平均配向角とボー ドの材質から明らかにし

た｡

G.HAN,K･UMEMURA,S.KAWAIandH.KAJITA:

UpgradingofUF-bondedstraw boardsusing

silanecouplingagents,Intern'lConferenceon

EffectiveUtilizationofPlantationTimber,p.2291

235,2卜23,May,Chi-Tou,Taiwan(1999)

韓 贋揮,梅村研二,川井秀一,梶田 畢 :ユリ

ア樹脂で接着 したワラパーティクルボードのシラ

ンカップリング剤による性能改善

ユリア樹脂を接着剤とし,2種類のパーティク

ルサイズで密度 0.55-0.90g/cm3の葦および小

麦茎パーティクルボー ドを製造 した｡ボー ド性能

に及ぼすパーティクル形状やボード密度の影響を

検討 したところ,市販のボー ドよりも全体に低い

性能を示した｡そこで,シランカップリング剤を

添加 した結果,ボー ド性能の向上が認められた｡

このシランカップリング剤による性能改善機構を

録

ESCA や濡れ測定によって検討した｡

M.ZHANG,Y.HATANOandS,KAWAI:Manu-

factureandpmpertiesoflignocellulosicbased

ec0-materials,Intern'lConferenceon Effective

Utilization or Plantation Timber,p.236-241,

2卜23,May,Chi-Tou,Taiwan(1999)

張 敏,秦野恭典,川井秀一 :リグノセルロー

スエコマテリアルの製造と性質

竹,ジュー ト,バガス,草本を原料にス トラン

ド,パーティクル,ファイバーを製造 し,これら

を適宜組み合わせて複合ボードを製造した｡これ

らの製造条件,たとえば,接着剤の種類,原料の

形状,ボードの構成,熱庄条件などの影響につい

て検討 した｡

川井秀一 :pst (パララム)･Ⅰ型ビーム,木質

ボー ド類,｢木材利用ハンドブック｣秋田県林産

技術指導用教材編集委員会編,p.70-73(1998)

パララム, Ⅰ型ビームおよび木質ボー ド類の製

造と材質の特徴を概説 した｡

川井秀一 =木質系素材のリサイクル,建築知識,

3月号,p.176-177(1998)

解体材利用の現状と課題について,概説 した｡

川井秀一 :木質ボー ド,木材工業,53(ll),

507-509(1998)

わが国のパーティクルボードおよびフ ァイバー

ボー ド工業の変遷を概括 し,今後の展望 を示 し

た｡

川井秀一 :木質廃棄物のリサイクルの用途と利用

方法,｢木材の リサ イクル｣秋山俊夫編著,p.

119-145,産調出版 (1998)

木質廃棄物の種類と用途,ならびに利用技術の

現状と今後の課題について詳細に解説 した｡

T.HATA,K.UMEMURAandS.KAWAI:Continuous

manufacturing ofcyliodrical-LVL by using

HspiralwindingmethodH!WoodResearch,No･85,

92-95(1998)
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波多敏弘,梅村研二,川井秀一 :スパイラルワイ

ンディング法による円筒 LVLの連続成形

スパ イラルワインディング法によって円筒

LVLを製造するための成型装置を設計試作した｡

これを用いて円筒 LVL を製造するための諸条

件,たとえば接着剤の選択,加熱方法,圧力と硬

化時間等を調べ,最適条件を求めたのち,LVL

を試作してその材質を調べた｡

加藤昭二,川井秀一,佐々木光 :地域林業に適合

した LVL化システム,木材工業,54(1),26-28

(1999)

地域林業で有効に使用されていない低質木を対

象に,小規模 LVL化システムを構築し,その技

術開発の方向と採算性についての試算を示した｡

川井秀一 :新しいボード類,最新木材工業事典,

㈱日本木材加工技術協会編,p,190-191(1998)

最近市販された複合パネル (トライボー ド,

フォームコアサンドイッチパネル)や開発が進ん

でいる合板/osB オーバーレイ軽量ファイバー

ボード,さらには小型単板を原品にした積層ボー

ドを紹介した｡

小松幸平,瀧野真二郎,東丸真一 :スギ小幅板や

挽き割材等で構成された耐力壁の水平せん断性

能,木材研究 ･資料,No.34,167-186 (1998)

国産針葉樹材の有効利用の一形態として,スギ

小幅板とスギ小割材だけを用いて釘やネジとボル

トで接合された特殊な内枠材を通常の軸組に組み

込んだ耐力壁を開発した｡幅91cm,高さ275cm

の5種類の lP試験体を作成し,そのせん断性能

を静的正負繰 り返し加力試験によって評価した｡

スギ小幅板を耐力壁表面にビス止めした試験体は

十分満足ゆく剛性,強度,粘りを示し,これらの

耐力壁は OSBや合板面材耐力壁と同等に使える

ことが確認された｡しかし,小幅板のない′ト割材

のみの試験体は前者ほどの十分な性能は発揮され

なかった｡

佐々木貴信,小泉章夫,J疹rgenL.JENSEN,飯島

泰男,田村靖夫,小松幸平 :木ダボによる構造材

の縦継 ぎ (第1朝)ダボ列 1層のときの曲げ性

能,木材学会誌,45(1),17-24 (1999)

引抜抵抗型の木ダボ接合を,構造材の縦継ぎ法

として適用することを考え,ダボ列を1層とした

場合の曲げ性能について研究を行った｡解析は

volkersenモデルに基づいた木ダボの引抜挙動に

関する理論と,RC 梁の弾性設計理論を併用した

手法に拠った｡この理論では,木ダボの引抜強度

に達した時を破壊条件として梁の曲げ強度が計算

される｡ダボ径や母材の断面寸法を変えて曲げ試

験を行い,理論との適合性について検討 した結

果,本計算法によるMORの計算値はダボ径や断

面寸法に関わらず実験値と10%程度の誤差で一致

した｡また,スパン中央のたわみの計算値は,ダ

ボの引抜変位による付加たわみを考慮すること

で,実験値と比較的良く一致したo

小泉章夫,JQrrgenL.JENSEN,佐々木貴信,飯島

泰男,松木裕一,小松幸平 二母材の繊維と直交方

向に挿入接着 した木ダボの引抜性能,木材学会

誌,45(3),230-236(1999)

母材の繊維と直交方向に挿入接着した木ダボの

引抜における強度と剛性について研究を行った｡

解析にはラップジョイントにおけるVolkersenモ

デルを適用し,界面近傍の木部を含む接着層の最

大せん断応力によって破壊すると仮定した｡直径

8mm の木ダボの引抜試験から,接着層のせん断

強度 (J;,)とせん断剛性 (Il)を決定した結果,繊

維平行方向の場合と差は認められなかった｡使用

したポリウレタン樹脂接着剤の養生期間は2日と

7日で比較したところ,後者の方が接着剤の硬化

が進行する結果 Ilが大きくなる傾向が見られた

が,引抜き強度の実験値に有意差はなかった｡ダ

ボ径と引抜強度 ･剛性との関係では,8,12,16

mmで試験した結果,とくに8,12mmで引抜強

度の予測値がよく適合した｡直径 12mm のダボ

を複数配置した実験から,接合部全体の引張耐力

と剛性はダボ 1本の性能に比例して予測できるこ

とが確かめられた｡

K.KoMATSU:Glued-inhardwooddowelsasan

alternative timber end-jointing device-An
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introductionoftherecentresearchtopicinthe

fieldofJapanesetimberengineering-,Ollol

Graf-Journal,Vol･9,p･135-152(1998)

小松幸平 :もう一つの木材縦接合法としての広葉

樹ダボ接着接合一 目本の木構造界における最近の

研究 トピックスの紹介一

日本における木構造研究にまつわる最近の ト

ピックスの一･つとして,秋田県木材高度加工研究

所,京大木研,サンスター技研が共同研究開発 し

ている広葉樹木ダボによるスギ集成材の縦接合法

の研究を取 り上げ,木ダボの引抜き強度と剛性に

関する基礎的研究例,並びに木ダボを用いた実大

集成材梁の曲げ強度発現機構等を紹介 ･概説 し

た｡

良.KoMA･rSU,Y.HAR人,Y.NANAMIandT.IKKl:

DevelopmentoHagscrewboltasaconnectorfor

glulam moment-resistingjoints,Proceedingsofthe

PaclfLCTIpmberEnginnermgConference,Volt2,349~354,

Rotorua,NZ(1999)

小松幸平,原 康之,名波 豊,一木徳彦 :集成

材モーメント抵抗接合法用接合具としてのラグス

クリューボル トの開発

筆者 らが新たに開発 した ｢改良型 ラグスク

リューボル ト｣の実用化研究の第 1段階として,

ラグスクリューボル トを集成材の繊維直交方｢如こ

打込んだ場合の単位打込み長さと引抜耐力,並び

にすべ り係数の関係を,打込み深さを様々に変え

た実験によって求めた｡得られた引抜耐力に関す

る実験式に基づいて,狭小間口用集成材門型架構

における柱-梁モーメント抵抗接合部を試設計

し,その性能を実寸大のL字型柱一梁接合試験体

を用いて評価 した｡ しかし,実際の破壊はラグス

クリューボル トの引抜耐力ではなく,木材のせん

断破壊に支配され,ラグスクリューボル トの実力

を100%発揮 したものではなかった｡今後の課題

として,木材のせん断破壊を含めた破壊条件の検

討と,木口面にラグスクリューボル トを打ち込ん

だ場合の耐力についても実験を進める必要がある

ことが認識された｡

録

小松 幸平 :木質構造物における接合技術,スギ

の安定供給と高度利用に関する研究の現状と今後

の課題,森林総合研究所研究会報告,No.16,p.

1151118(1999)

スギを利用 した木質構造物の実例を幾つか紹介

し,そこにおける接合技術の利用状況等を概説 し

た｡

小松幸平 :木材の接合 (1),(2),(3),(4),

(5),コンサイス木材百科, (編集)秋田木高研

(1998)

木材の接合に関する幾つかの基本的事項に関し

て解説 した｡

小松幸平 ‥木橋,最新木材工業事典,p.218-

219,(粗目本木材加工技術協会 (1999)

木橋に関する基本的事項について解説 した｡

K.KoMATSU,M.INOUEand T.MAYUMI:Ex-

perimentalstudyon structuralbehaviourof

laminatedheavytimberbridge,Proceedings0flhe

Seuenlh Ea∫lA∫ia-Pa(.lfc ConjTerence on Structural

Engineerlng& Ct･nJlruction,Vol･2,495-500,Kochi

(1999)

小松幸平,井上正文,異弓輝治 :大断面集成材で

出来た木橋の構造的挙動に関する実験的研究

スギ大断面集成材を部材とする 7r型ラーメン

橋の 1/3モデルを作成 し,静的な鉛直荷重を載荷

してその荷重-変形挙動を観察した｡2点対称荷

重の場合は,当初の予想に反して柱脚のボル トが

せん断破断 したため,ボル トを新品に交換後,1

点偏心荷重を作用させて試験体を破壊させた｡推

定破壊荷重は,葦合部を塑性ヒンジと仮定 した近

似的な解析の結果とほぼ一致した｡また,集成材

梁部材の鋼板挿入 ドリフ トピン接合部について

ち,実大寸法の 4点曲げ実験を行い,実験による

降伏荷重と理論推定値が良く一致することを確認

した｡

M.INOUE,M.SEZAKI,K.KoMATSU and K.

TANAKA:Fieldtestoflaminatedheavytimber

bridgecomposedofsugilaminae,Proceeding∫of
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theSeuenthEa∫iA∫ia-PaclfcConjTerenceonStructural

Engineermg& Con∫truction,Vol･2,501-506,Kochi

(1999)

井上正文,瀬峰満弘,小松幸平,田中 圭 :スギ

ラミナで構成された大断面集成材による木橋に関

する現場実験

スギ大断面集成材製の 7T型ラーメン橋が大分

県内に完成した｡完成した橋を対象に静的な載荷

実験と人間の走行によって振動を与える振動実験

を行い,木橋の静的剛性と振動特性を実測した｡

静的載荷の結果,完成した木橋は歩道橋として十

分な剛性を有していることが確認できた｡また,

一次固有周期は約 10Hzで,比較的剛な木橋であ

ることが確認できた｡

K･KoMATSU:Researchanddevelopmentson

jointsfortimberconstructionsinrecenりapan,

Proceeding∫ of InternationalConjTerence on Ej;fectiue

UtilizationofPlantationTl'mber,May,Chitou,ROC

(1999)

小松幸平 :我国における最近の木構造接合部に関

する研究開発

過去15年間以上にわたって筆者が開発に携わっ

てきた木構造用接合法の研究開発状況を中心に,

木構造接合部の実験的,理論的研究の進展状況を

概説した｡

K.KoMATSU,良.-H.HwANGandY.ITOU:Static

cycliclateralloadingtestsonnailedplywood

shearwalls,The32ndInternationalCouncilfor

Research and Innovation in Building and

Construction,WorkingCommissionW18-Timber

Structures,CIB-W18/32115-4,Graz,Austria(1999)

小松幸平,黄 権換,伊東洋路 :合板釘打ち耐力

壁の静的正負繰り返し加力実験

半剛節集成材門型架構に一部合板釘打ち耐力壁

を取り付けたもの,合板釘打ち耐力壁そのもの,

あるいは集成材骨組み架構のみの試験体につい

て,静的正負繰り返し加力実験を行い,その水平

せん断性能 (剛性,降伏耐力,終局耐力,勤性

等)を評価 した｡試験体の非線形変形挙動をシ

ミュレートするため,別途行った釘の一面せん断

実験データ,柱脚接合部のモーメントー回転角の

データ,柱一梁接合部のモーメントー回転角の

データ等を全て3パラメタexp関数で表現し,か

つ集成材を剛体と仮定して架構の変形を計算し

た｡実験結果と計算結果は一部の例外を除き,お

おむね終局状態まで一致することが確認できた｡
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